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１・切ない思い出








（いいなぁ、若いって……）

　先月わたしは、三十一歳になった。

　お洒落や美容にあまり気を使わないで生活しているので、自分がボロボロになっていっていく実感がある。それでも若ければ、一定の状態を保っていられると思うのだけれど、それが無くなってきた現在、どんどん枯れてきている気がする。

　ナチュラル系、と言えば言えないこともないかもしれないけれど、要するに地味目な恰好をしているだけ。友達がイベントで作ったという白地に不思議な柄のＴシャツに、チャコールグレーのシャツ、それにデニムのロングスカート。モテる、ということを放棄しているからできるスタイルだと、自分でもしみじみ思う。

（普段は忘れているんだけど、こういうところに来ると思い出すよね）

　都内のレコーディングスタジオ。人気が出てきた地下アイドル『ネコメロン』のメジャーデビュー盤を作っている最中で、わたしに作曲の話が回ってきた。今日はその歌入れの日で、目の前のガラス越しに十人ほどの現役アイドルが勢揃いしている。

　十代後半から二十歳くらいまでの、眩しいばかりに美しい少女たち。自分と比べるようなものではないとわかってはいるけれど、同じ女で人間なのに、姿かたち、ファッション、何もかもちがう。彼女たちは普段着からすでに可愛らしい。けして派手ではないけれど、女の子らしいな、としみじみする。

　彼女たちは、すでに何度か歌っているから、どうやらちょっと疲れ始めているみたい。

（女のわたしでも見とれちゃうよ。艶のある髪、透明感のある肌、キラキラした瞳。あーいいなあ、若いって）

　眺めながら、ふと我に返った。

（あ、でも。よく考えたらわたし、二十歳の頃も、別にきれいじゃなかったなぁ。美人だったわけでもないし。でも……。ちゃんと恋をしていた。やっぱり、楽しかったな）

　美しい人にも、さほど美しくない人にも、若さは同じように存在し、消えていく。ただそれだけのこと。

（でもその恋は、ダメになったけどね……）

　悲しいことを思い出しそうになった瞬間、プロデューサーと話をしていた赤あか井いさんがこちらを振り向いて声をかけてきた。赤井さんは四十代前半くらいの男性で、レコード会社の制作の人だ。

「沙さ理りさん、今のどうですかね」

「今のもいいと思いますけど、ラストに関してはさっきのほうが良かったかもしれません」

「そうですか。沙理さんもそう思いますか」

　作詞作曲者ではあるけど、歌に関しては、尋ねられない限り余計なことは言わないことにしている。アイドルの歌は上手ければいいというわけではないし、ターゲット層の好みもある。要はちゃんとした『売り物』なので、プロデューサーやレコード会社の責任者の判断で決まる。もともと、自分の好みだけでどうこうできるものではない。

　だから、わたしは後ろのほうで背もたれもついていない丸椅子に腰かけて、ただずっと黙って見ていたのだった。

　アシスタントの男性が紙コップに入った温かいカフェオレを手渡してくれる。向こうから赤井さんが近づいてきて、隣に丸椅子を引きずってきて座った。

「沙理さんが、さっきのほうがいいと思うのは、なぜですか？」

　わたしはカフェオレをひと口飲み、少し考えて言った。

「この歌は、失恋した女の子が悲しみを乗り越えて未来に向かっていく、そんな歌です。さっきのほうが、ラストに余韻が残って少し切実さがあるなあと思いました。おそらくですが、彼女たちが少し疲れてきたので、逆に必死さが加わったのかなと。元気がよくて可愛らしいアピールがあるのは、ひとつ前のバージョンだとは思いますが……」

　赤井さんは頷きながら聞いてくれ、

「わかった。ありがとう」

　と、プロデューサーのところに戻っていった。

　二人はしばらく話していたけれどその場で結論は出なかったようで、メンバーたちの帰り時間も迫っていたこともあり、時間切れとなった。

　彼女たちを送り出し、わたしも帰り支度をしていると、赤井さんに手招きされた。

「今日はありがとう。来ていただけて良かったです。今夜はこっちに泊まりですか？」

「いえ、新幹線のチケットを取っていますのでこのまま帰ります」

「了解です。マネージャーの柴しば田たさんには僕から連絡しておきますので、またよろしくお願いします」

　わたしは音楽事務所に所属しており、柴田さんというのは担当のマネージャーだ。女性で、フルネームは柴田千ち晴はるさん。わたしは千晴さん、と呼んでいる。

「こちらこそどうぞよろしくお願いします」

　赤井さんからは、二年前から時々仕事が回ってくるようになった。

『ネコメロン』はライブアイドルとして秋葉原の小さなライブハウスで頑張っている頃から赤井さんが目をつけていて、わたしも赤井さんに連れられて一度そのライブを見に行っている。わたしもアイドルの作詞作曲の担当をするのは初めてではないし、赤井さんは確かな目を持っている人なので、勘だけれど、彼女たちはたぶん売れると思う。

　以前もこうやって、わたしと赤井さんのチームは地下アイドルをメジャーデビューさせ、そのグループは今ではかなり有名になっている。今はもう関与していないけれど。わたしよりもメジャーな作曲家が入るようになったり……。ま、そういうものだ。わたしもどちらかというと、宝探しのほうが好きなのかもしれない。

　北欧のカジュアルブランドの、ダークグレーのシンプルなリュックを背負い、スタジオの外へ出た。最近はどこへ行くのにもリュックを背負っている。色気のない服装にも合っているので、ちょうど良い。

　ここは世田谷の奥の住宅街にあり、看板もないし、外からはレコーディングスタジオだなんてわからない。建物は、三階建ての小さなビルだ。もう夕方だけど、最終の新幹線までには少し時間がある。新幹線のチケットはまだ取っていないけれど、今日帰るつもりだったので赤井さんにはああ言っただけだ。

（どうしよう。そういうつもりはなかったんだけど、ここ、近いんだよね……昔住んでいた、あのマンションに）

　今回レコーディングに立ち会うことになり、スタジオの住所を知ったときから、なんとなくずっとこのことが頭にあった。

（いい思い出ばかりじゃないけど……。でも……）

　気がついたら、自然にそちらの方角に足が向いていた。そんな自分がバカみたいで嫌だなと思いつつ、わたしは歩くのをやめられなかった。

　途中、小さな川が流れていて、その脇の側道を通ると近道なのだった。

　本当に細い道で、家々が近いせいか庭に植えた花や木の枝が通路に飛び出ている。それを避けながら歩こうとすると、川に落ちそうになるのも、なんだか懐かしかった。

　八月。東京はめちゃくちゃ暑い。

（もう、三年も経つのか）

　長いようで短い。短いようで長い。自分の中で、時間感覚がはっきりしない。河こう野の律りつ史しと離婚してからの年月。

　離婚したばかりのときは、つらい気持ちだけが先行していたけれど、最近ようやく律史の笑顔や、優しかったことを思い出すようになっていた。

　お互い、東京生まれ東京育ち。高校の同級生。いちおうそれなりの進学校だったけれど、わたしは音楽の道を進みたいと、いわゆる普通の受験勉強はせず、音楽大学へと進路変更し、無事に合格した。

　律史は理系クラスで、成績も良好。都内の有名私大の工学部に進学した。

　どちらかというと、真面目くんと真面目ちゃんのカップル。告白は律史からだったけど、わたしも律史が気になっていて、仲良くなって、そう仕向けた感じ。正式に付き合うことになったときには飛び上がるくらいうれしかった。

　律史は、けっして目立つ見た目ではないのだけど、すっきりとしたきれいな顔立ちで頭も良く、女子の間でひそかに人気があった。本人はあまりそういうことは意識してなかったみたいだけど。とにかく大好きで、律史はわたしが捕まえた！　わたしのもの！　と思っていた。

　大学に入ったときにお互いに実家を出て、同棲を始めた。どちらの家でも交際を応援してくれていた。

　わたしが大学を卒業し就職したのを機に、律史がまだ大学院生だった二十二歳のときに入籍。ずっと一緒にいるつもりだったし、結婚したかったし、結婚するなら律史しか考えられないと思っていたから、自然な選択だった。

　それなのに……。

（やっぱり、若すぎたってことなのかな。あ。見えてきた）

　近道を抜け普通の道路に出て、角を曲がる。世田谷のこのあたりは高層マンションなんてない。中層マンションと、一軒家が並ぶ住宅街だ。その一角に、わたしと律史が長年住んだ２ＤＫの古い賃貸マンションがある。

　三階建てで、白い外壁がけっこう汚れている。何しろ築五十年以上だから何度か塗り替えているはずなのだが、地の部分が古いので隠しきれないのだろう。

　自転車置き場に目をやる。

（ないな。当たり前だけど）

　家賃を安く抑えたくて、駅まで徒歩だと十五分くらいかかる部屋を選んだ。なので、自転車は必須だった。仕事を終えて夜に帰ってきて、律史の自転車があると、なんだか安心したものだ。そのせいか、無意識に目が律史の自転車を探してしまっていた。

　建物を見上げる。かつて二人が暮らした部屋には、当然ながら別の誰かが住んでいるようで、ベランダに樹木の鉢植えが置いてあり、遠くからもそれとわかった。

（やっぱり、カップルかな？）

　オートロックなど無い物件なので、その気になれば二人が暮らした三階の部屋の前まで行けるが、さすがにそれはためらわれた。迷惑だろう。それに、外からあの部屋を見るだけで充分、胸が苦しくなった。

（もう大丈夫だと思ってたけど、やっぱりダメだな。何で来ちゃったんだろ。もっと平気になりたいよ。あー、バカみたい。もう、帰ろ……）

　わたしは振り切るようにマンションに背を向け、速足で歩き始めた。

　離婚したのは二十八歳のとき。けして嫌いになって別れたわけじゃない。わたしはどちらかといえば、捨てられたほう。悲しかったけれど、話し合った上で別れた。

　二十三歳のとき、律史は大学院を中退した。先輩が起業するからと、誘われたのだ。わたしにはそのあたりの難しいことはよくわからないのだけど、律史は優秀なプログラマーだったらしい。

　その会社は成功したのだが、律史は自分も起業したいとそこを辞め、後輩と二人で別の会社を立ち上げた。が、詐欺師のような男に騙され、結果としてその会社を乗っ取られてしまった。借金まで背負わされて。

　その間……。結果として、就職していたわたしが生活を支え続けていた。律史は借金返済のために、生活費どころではなくなってしまったからだ。

　でも、夢を持って挑戦している律史が好きだったので、そのことはぜんぜん嫌じゃなかった。

　わたしはというと、その頃、仕事をしつつもコツコツ作品を仕上げ、作曲家を目指していた。わたしはわたしで、自分の夢を叶えたかった。

　映画やドラマの劇伴を作ることにも憧れていたし、レコード会社とのパイプも作りたくて、非公式に募集がかかる新人アーティストのデビュー曲やアルバム曲のオーディションにも参加していた。赤井さんと知り合ったのもその頃のことだ。

　就職先はというと、都内の大きな霊園で、事務をしていた。

　霊園の仕事は時間がきちんとしており、作業もきつくないのに、お給料がわりと良かった。

　毎日霊園にいるわけだし、ひとりきりでの作業も多いから、怖がりの人には向かないだろうけど、わたしはそういったことを一切気にしないので向いていた。良い職場だった。

　その仕事で律史を養いつつ、作曲をがんばっていた。

　貧乏なりに一応生活は成り立っていたから、安定しているようなしていないような、そんな若い二人の生活はそのまま数年続いた。

　それでいいと思っていたのに……。

　あの頃の空気を思い出すたび、悲しい気持ちになる。

　律史は、いつもつらそうだった。すごく遠慮していた。ごめん、という言葉をわたしは何度律史から聞いただろう。

　謝る必要なんかなかったし、謝って欲しくなんかないのに、律史はことあるごとに謝るのだ。

　そのたびにわたしは苦しくなり、不機嫌になってしまうことさえあった。謝らないでよ、と何度言っても、通じないから。

　そして……。

　律史はその頃、アルバイトをしながら再起の時期を模索していたのだと思う。

　クリスマスが近かったあの日。

　イブ当日は律史がアルバイトで家にいないことがわかっていたので、数日前にささやかなクリスマスディナーを用意した。

　あまり料理上手でもないけれど、律史には栄養をきちんと摂って欲しかったし、食費を安くあげるために自炊することが多かった。

　クリスマスディナーも、普段からよく作っていた温野菜のサラダと、市販のルーと薄切り肉を少しだけ使った名ばかりのビーフシチュー、それに見切り品のバナナを使って作ったパウンドケーキ、というメニューだった。

　それでも、いつもより時間をかけて作ったものだったし、盛り付けも可愛くしていた。

　そこへ、疲れた表情の律史が予想より少し遅く帰宅してきた。

　玄関まで出迎えると、一緒に起業した後輩が田舎の実家に帰ることになった、と律史がぽつぽつと言った。借金を肩代わりしてもらうことを条件に、田舎で就職することになったらしい。律史にしてみれば、自分に関わったせいで、とつらかったのだろう。今ならわかる。けれど……。わたしもあの頃は、少し疲れていたのかもしれない。律史に謝られ続けることに……。だからあんなことになってしまったのだろう。

　テーブルに並んだクリスマスのごちそうを見た瞬間、律史は俯いてふうっとため息をついた。俺は今それどころじゃない、と言いたげだった。でも次の瞬間、ハッとした表情に。

「すごいね……ありがとう……こんな……いいのに……。ごめんね……ごめん、本当に、なんか……準備させてしまって」

　わたしの中で、プチっと何かが切れた。

「ねえ、何で謝るの？　どうしてわたしに謝らなきゃいけないの？　どうして喜んでくれないの？　わたし、謝って欲しくなんかないんだけど」

　言葉が口をついて出てきてしまった。

　だって、いつもいつも、律史はわたしに謝るのだ。

　自分の言っていることのほうがめちゃくちゃで、律史への思いやりに欠けているという自覚は少しだけあった。

「ごめん、本当にごめん」

　律史は何を言ったらいいかわからなくなったようで、さらに、ごめん、という言葉を何度も繰り返した。

「だから、謝らないでって言ってるでしょ？　なんでわかってくれないの」

　もうずっと、謝られ通しだった。それが嫌で嫌で、たまらなかった。

　わたしは律史に喜んでもらいたいだけだった。普段の食事も、何気ないおしゃべりも、浮かない顔の律史を散歩へ連れ出して河原でビールを飲んだりしたときも、そして今日のクリスマスディナーも。

（お金なんか無くたって、二人でいれば幸せじゃないの？　なぜいつも、律史は暗い顔をしているの？）

　そう思っていた。

　今思えば、律史は自分自身を責め続けていたのだと思う。それなのに、ああいう形でわたしまで責めてしまったのは、わたしが今より子供だったからだ。申し訳無かった。

　その日のディナーは、まるでお通夜のような雰囲気だった。ある意味、それは本当に二人の関係のお通夜のようなもので、その後まもなくわたしたちは離婚した。

　律史に離婚したいと言われ、そう決めたとき、二人ともずっと泣いていた。でもあのときは、これ以上一緒にいないほうがいいということも、お互いにわかっていた。何かが限界に達していたのだ。がんばっているだけでは足りない、何かが。

『謝ってばかりでごめん。でも俺は沙理に、思う存分作品を作ってもらいたかったんだ。そう思って起業したつもりなのに、逆に沙理にばかり頼ってしまうことになってしまった。俺と一緒にいたら、沙理の活動を邪魔してしまう。これ以上沙理に迷惑をかけたくない。俺がいたら、沙理は生活を支えることばかり考えて作品に集中できない。俺はこれからもずっと沙理のことが大好きだよ。でも……別れよう』

　どうして、とも思ったし、それは違う、とも思った。でも現実は厳しく、律史の言う通りで、わたしの作曲活動は実際、滞り気味だった。

（もう、忘れなきゃ。何もかも）

　頭を振る。

　てくてく歩き続け、駅に到着。疲れたので駅の中のカフェに入る。アイスコーヒーを貰って腰かけ、スマホを見るとマネージャーの千晴さんからメッセージが入っていた。

『赤井さんから連絡来ました。歌録り終わったみたいですね。せっかく東京にいらしてるので、打合せ兼ねて晩ごはんなどいかがですか？』

『いえ、今日はもう帰ります。近所の人にヤギの世話を頼んでいるので』

　返信すると、腰を上げた。

　もう過去は振り返らないと何度も何度も決めたのに、こうやっていまだにグズグズしてしまう自分が心底情けない。

　だからやっぱり、さっさと東京を離れたほうがいい。

　東京駅に向かった。新幹線で、今住んでいる田舎町に帰るために。







２・まさかの再会








　もともと、早起きはそんなに得意じゃない。だから、田舎に住んでいるのに朝は遅めだ。夜に作業をするせいもあると思う。

　遅めといっても、八時くらいだけど。田舎の人は四時起きの人も珍しくないから。

　東京から新幹線で二時間半、そこから車で四十分くらい。東北地方の農村の古民家にわたしはひとりで住んでいる。

　東京から帰って数日。すっかりいつもの生活に戻った。

　起きるとすぐ、ヤギのところに行く。ヤギはトカラヤギという比較的小型のヤギで、姉妹のヤギを二匹飼っている。名前はメイとララ。増やしたいわけじゃないから、つがいにしなかった。

　ヤギは近くに住むいとこに貰った。最初は自分に大きな動物の面倒などみられるのか不安だったけれど、今のところなんとかなっている。

「おはよう、メイ、ララ」

　声をかけると、メエエ、メエエ、と可愛い声で返事をしながら寄ってくる。ヤギがこんなに懐くだなんて、飼ってみるまで知らなかった。

　まずはヤギの世話をしてから、自分の朝ごはん。

　パンと、チーズと、コーヒーと、あとはそのとき家にある野菜。今日は終わりかけのミニトマト。裏に畑があるので簡単なものだけ作っている。自分の家で作っていない野菜は、近所の人から貰ったりすることも多い。

　古民家としてはそれほど大きい家ではないけれど、茅葺屋根で天井が高く、太い梁がむき出しで、風格のある家だ。平屋でだだっ広い。いわゆる個室と呼べるのは納戸くらいで、そこにパソコンなどの機材を持ち込んで仕事場にしている。

　グランドピアノは広い座敷の一角に設置し、自由に弾いている。田舎で敷地が広く、隣の家が遠いから、都会と違って音に関する苦情が来ることはない。

　ベッドが好きなので、たぶん昔は仏間だったんだろうなぁと思われる座敷の奥に置いている。キッチンやバストイレなどの水回りは入居前に大金をかけてリフォームし、新しいものを入れている。エアコンなども、必要に応じて各部屋に設置し、冬用のヒーターも別個につけた。このあたりの古民家では、冬場はさすがにエアコンだけだと無理なので。

　しいんとした室内で、ひとりで静かに朝ごはんを食べていると、快適だな、とも思う。

　でも今日はなんとなく、東京でかつて住んでいたマンションを見に行ったことを思い返してしまった。

（あの部屋を見に行ってしまったのは失敗だったな……）

　だって、忘れなきゃいけないんだから。考えない方がいいんだから。

　離婚したことは結局、二人にとっていいことだったのだろうな、と思う。

　三年経ち、お互いの生活はがらりと変化した。

　わたしは作曲家として生活が成り立つようになり霊園の仕事を辞めた。

　困ったのは、少し名が知られるようになった頃にストーカー被害に遭ったことだった。

　そのときに、母方の実家である祖父宅を継いでいたいとこの美み和わちゃんが、それならばと近所の空き家を紹介してくれたのだった。

　東京生まれで東京育ちだけど、ストーカーが怖かったことと、東京を離れたほうが律史への思いを断ち切れるのではないかとの思いから、わたしは田舎への移住を決めた。

　作曲家という仕事は、ある程度の実績を作ってしまえば、どこに住んでいてもできる。わたしには雑音の少ない田舎が合っていたようで、今のところ仕事も上手くいっているし、田舎での生活も楽しめている。

　律史のほうはというと、離婚して数か月後、ＳＮＳ感覚で短い日記を投稿するアプリで一山当て、再び会社を立ち上げた。その会社は一気に業績を伸ばし、経営を広げ、律史は現在、新進のＩＴ社長としてちょっとした有名人の仲間入りをしている。

（たった三年で、こんなに変わっちゃった）

　ネット記事によると、律史は港区のタワマンに住んでいるらしい。ずいぶんと遠いところに行っちゃったんだなあ、と思った。そういうの、なんか似合わない気もするんだけど。

　朝食を終え、わたしは立ち上がった。食器を片付けていると、近所の六十代くらいの女性が訪ねてきた。

「沙理ちゃん、枝豆がたくさん採れたので持ってきたよ。良かったら食べて」

「ありがとうございます。あ、良かったらこれどうぞ」

　お返しにときゅうりとミニトマトのピクルスを差し出す。大量に採れたものを漬けておいたのだ。

　このへんの人たちは穏やかで、付き合いもあっさりとしていてくれるのでありがたい。

　でもそれはどうやら、美和ちゃんがわたしのことを作曲家だと紹介してくれたおかげのようだ。近隣では、美和ちゃんの身内のちょっと変わった人が越してきたということで、いい感じで距離を置いてくれているらしいのだ。

　ま、古民家でひとり暮らしをしているアラサーなんてただでさえ珍しいから、それに作曲家という職業が加わったらさらに、ってことなんだろう。

　いずれにしてもわたしにとっては、静かで穏やかに暮らせることが一番大事だから、このくらいがちょうどいい。近所とは、つかず離れず。

　いただいた枝豆は枝についたままのものだったので取り外し、ボウルに入れて、夜に茹でて食べることにした。

　納戸に入る。

　普段の生活は、朝食を終えたらまずは仕事、集中が途切れたら、ヤギと遊んだり、庭仕事をしたり。やることは多いのでひとりでいても別に退屈はしない。

　キッチンは大きめの冷蔵庫を設置し、スーパーが遠いので、肉や魚は月に一、二回まとめ買いをして冷凍する。車は小型車を一応持っているけれど、外出は二週間に一度くらい。

　だからたまに東京に行くと、なんだかとても疲れてしまう。東京生まれなのに。きっと情報が多すぎて、脳が疲れるんだと思う。

（うーん、なんか調子、出ないなぁ）

　パソコンの前に座ってはみたもののやる気が出ず、ぼうっとしたまま時間が過ぎた。

　最近の仕事はほとんどデータの送受信で済んでしまうので、仕事関係の人と顔を合わせることは少ない。打合せとレコーディングのときくらいだ。その打合せも最近はオンラインで済ませてしまうことが多い。

　新作に手をつける気分になれず録音データを弄っていると、マネージャーの千晴さんからメッセージが入った。メッセージアプリをパソコンに入れているので、すぐに表示される。

『沙理さん、先日はお疲れ様でした。もし可能でしたら今ビデオ通話できますか？』

『大丈夫ですよ』

　ソフトを立ち上げると、間もなく千晴さんが画面に映った。

（新しい仕事の話かな。少し時間的な余裕も欲しいし、急な話なら断ろうかなぁ）

　最近はガツガツしなくても食べていけるようになったので、昔のように来た仕事はなんでもやろう、という気分ではなくなっている。

　千晴さんはこの間東京で録音したネコメロンの曲のことを少し話したあと、

「実は今、ひとつ、面白い話が来ていまして。沙理さん、前に劇伴がやりたいとおっしゃっていましたよね」

　と、言い出した。

「あ、はい」

　大変そうだけれど、映画やアニメ、ドラマなど、物語が好きだったので、前から憧れていた。劇伴とは主に映画やドラマのサウンドトラックを指す。もちろん演劇やゲームにあてる音楽も含まれる。やってみたい仕事のひとつだ。

「映画とかドラマではないのですが、ゲームアプリの話が入りそうなんです」

「そうなんですね。楽しそうですね」

「先方と話を進めても構いませんか？」

「はい、大丈夫です。よろしくお願いします」

　ゲーム音楽ならシーンにつける曲になるだろう。ゲーム音楽にも興味があったのだけど、アイドルの曲でヒットが出てしまったので、どうしてもそっちの仕事ばかり増えてしまっていた。そんな話があるのなら、ぜひ進めて欲しい。実績にも繋がるし。

「わかりました。スケジュールなどはこちらに合わせてくれるとのことですので、話を進めますね」

「はい、よろしくお願いします」

　久しぶりに、ちょっとウキウキしてきた。




　田舎での生活は、ある程度体力があって、かつ日常に刺激を求めない人にはわりと向いていると思う。

　歩いて行けるところにスーパーやコンビニやドラッグストアはないので、車は必ず必要になる。が、その他の店が少ない、映画が見られない、本屋がない、などの点については、ネットショッピングやストリーミングでなんとかなってしまうので、インターネットがあればさほど困らない。

　家庭菜園を作れば野菜をある程度まで賄えるし、家も庭も広く、敷地の外に出なくとも運動になるのでスポーツジムはいらない。

　何しろ家は背の高い木々に囲まれ、裏庭には広い畑とヤギ小屋などの家畜スペース、さらにその奥には竹林、家の前は石畳や宿根草、松やツツジ、馬酔木などが植えられた観賞用の庭。さらに柿やブルーベリー、カリンなどの果樹。その上、その先に畑があるのだ。

　基本的に若者が少ないので、静かでいい。だから出会いが欲しいという人には向いてないけれど、その点に関しては、わたしにとってはかえって好都合なのだ。今のところ恋愛をする予定はないので。

　田舎特有の共同で行う作業は、農地を持っている人だけだそうで、年に二回の地域の神社の掃除と、ごみ収集所の掃除のみ、うちにも当番で回ってくる。東京で霊園に勤めていたわたしにしてみればそのあたりの作業はお手の物なので問題なくこなせている。この間なんかは、わたしが掃除したあとの神社がきれいだと、近所の評判になってしまい、よく知らない人に道端で褒められたほどだ。

　あれから……数日後。

　パソコンに千晴さんからメールが入っていた。先日の話を進めていると。具体的な資料は出来上がりしだい送付されてくるらしい。

（そっか。楽しみ）

　どんなゲームなのかまだ情報がない。

　昼下がり、抱えている仕事の作業を進めていると、玄関で呼び鈴が鳴った。いとこの美和ちゃんだった。

「沙理ちゃん、ヒヨコ連れてきたよ。だいぶ大きくなったヒヨコだけどね。でもまだギリ、ヒヨコかな」

　美和ちゃんは七歳上で、お婿さんを貰って祖父の家を継いでいる、明るくて優しい人だ。

「えっ。黒い！　すっごく可愛いね」

　美和ちゃんから渡された箱の中には、少し大きくなった、でもまだどこかヒヨコっぽい、黒いニワトリが三羽入っていた。

「雄が一羽、雌が二羽。可愛いでしょ？　人間で言ったら中学生くらいかなぁ」

「美和ちゃん、ありがとう」

　ヤギの世話に慣れてきたので、今度はニワトリを飼ってみたいなあ、と前に相談していたのだ。

　親族だからか、年は上だけど、昔からの習慣でわたしは美和ちゃんとはタメ口なのだ。

　さっそく外に出て、ヤギ小屋から少し離れたところに設置した鶏小屋に向かった。

「最初のうちは小屋に入れて慣れさせたほうがいいね。慣れてきたら、朝、庭に放して、夕方になったら小屋に誘導するといいよ。この子たちはもうそろそろ卵を産み始めるはずだから、楽しみにしててね」

「うん」

　田舎に住むと、生き物を気軽に飼えてうれしい。匂いや鳴き声で近所迷惑になるということもない。

　美和ちゃんに飼育方法をレクチャーしてもらい、ニワトリの飼料も貰った。

　これが本職というわけじゃないから、ヤギもニワトリもペットのようなものだけど、田舎暮らしをする上で共存共生できる生き物たちはやっぱりいてくれたほうがいい。

「今日はヤギたちはどうしてるの？」

「向こうに繋いでる。あっちに雑草が多くて」

「そっか」

　ついでにコーヒーを飲んでおしゃべりして、美和ちゃんが帰って行くと、午後四時くらいになっていた。お盆は過ぎたから少し夏がおわりかけてきた感じだけど、四時はまだまだ明るい。

　夜まで作業を続けようと、再び納戸に入ってパソコンを立ち上げ、側に置いてあったスマホを見ると電話が何度も鳴った様子があった。千晴さんだったので慌てて折り返した。

（何か、あったのかな？）

　すぐ、千晴さんが出た。

「あ、沙理さん、すみません何度も電話鳴らしちゃいまして。実はあの、ゲームアプリの件なんですけど、先方がこれから打合せしたいとのことで」

「あ、はい、いいですよ。オンラインですよね」

「いえ、直接お会いしたいと」

「あの、わたし今東京じゃないですよ。これから直接って言われても、すぐには……」

「ですので、そちらに向かっているそうです」

「は？」

　久しぶりに『は？』と言ってしまった気がする。リアルでは滅多に発しない言葉だ。

　……ぜんぜん、意味がわからない。

「どういうことでしょう？」

「えっとあの、急な話でわたしにもよくわからないのですけど、これまで連絡が来ていた担当の方ではなく、社長が伺うと。もうそちらに向かっているのでよろしくとのことなんです。沙理さんが今回仕事を引き受けてくれたことがうれしく、まずは感謝申し上げたいとかなんとか……。もしかして、社長さんと知り合いでしたか？」

　千晴さんも戸惑っている様子だ。

「あの、なんて会社なんですか、そこは」

　まだ先の話と思っていたから、そういえば社名も聞いていなかった。というか、千晴さんはちらっと伝えてくれていたのかもしれないけれど、劇伴の話がきたことがうれしいという気持ちだけが先行していて、細かく確認していなかった。

「『ディープグリーン』って会社です。あ、でもこの会社は今回のアプリのために立ち上げたそうで、本体は『マジカルコランダム』です。今急成長している会社でして、有名なので沙理さんもご存じかと……」

（知ってます。っていうか！）

　一瞬、頭が真っ白になってとっさに言葉が出てこなかった。それで黙っていると、

「あのー、もしもし、沙理さん？」

　千晴さんに返事を促された。

「あ、はい。知ってます。うわ……それ、先に言って欲しかった……」

　衝撃のあまり、言葉が途切れ途切れになってしまった。

（『マジカルコランダム』って！　それ、律史の会社じゃん！）

　頭の中でいろんなことがぐるぐる回った。

　確かに、こんなことは千晴さんに関係ないし、これまで話したこともないから、千晴さんは何も悪くないけれど。先にひとこと、会社名をはっきり言っておいて欲しかった。それなら最初の段階で断ったのに……。いやこの場合、ちゃんと尋ねなかったわたしがやはり悪いか。

「あの、何か問題がありましたでしょうか、『マジカルコランダム』は大手なので、悪い話ではないと思っていたんですが」

（仕事としてみればそうだと思う。……でもまさかこんなことがあるなんて。あれ？　そういえば今千晴さん、とんでもないことを言っていなかった？）

「あの、向かってるって……こっちに？　ってことですか？」

　頭の中ではいろいろ考えているのに、テンパっているからか言葉が上滑りする。足りない感じになってしまう。

「はい。社長さんがそちらへ向かっているとのことです。でも、沙理さんの住所などは、先方では知らないはずなんですけれど、何で知ってるんでしょうね？」

　千晴さんは不思議そう。

　わたしも引っ越したことなど知らせていないのだから、不思議だ。不思議だけれど、向かっている、というのだからもしかしたらこれはわたしにとって緊急事態なのかもしれない。

（来ちゃうの？　まさか……。だって、社長って、律史でしょ？　律史が来るの？）

　だとしたら、こんな風にのんびりしてなどいられない。

「沙理さん、大丈夫ですか？　わたしもそちらへ向かったほうが良いでしょうか」

「来てください！　ぜひ、お願いします！」

　もう午後なのだから、千晴さんに来てもらうのは大変だと思うのだけれど、非常事態なのでついお願いしてしまった。

（申し訳ないかな……でも……まさかこんなことが起こるなんて想像していなかったから…）

　ひとりでは不安すぎる。電話を切って、しばしぼうっとしていた。

（いったいなんなの……どうすればいいの……？）

　考えてもわからない。どうにかしようにも、律史の連絡先なんてとっくに消してしまっているからできないのだ。会社の代表電話にでもかけるべきだろうか？　しかしもう、こっちに向かっているらしいし。

　でも、連絡がついたとして、どう言えば？

（あ、そうか。もしかしたら）

　律史は依頼先がわたしだってことがわかっていないのかも。本名ではなく、「ジューニ」という名前で活動しているから……。誕生日が十二日なので適当に決めただけなのだが。

（そっか。わかってない、ってこともあるのか。でも、それはそれで……）

　もうどうしたらいいかわからない。地球に巨大隕石が落ちてくる！　もう助かりません！　助かる方法もありません！　と言われた感じ。

　思考がストップしてしまった。

　とにかく落ち着かなくて、こういうときの癖で耳にイヤホンを突っ込んで爆音で音楽を聴きながら家の内外をウロウロしたあげく、ヤギに干し草をあげたり、草をむしったり、今日届いたニワトリたちのまえでしゃがみこんでぼうっとしていた。たぶん一時間くらい……いや、もっとかな……。後ろから肩をちょんちょんとつつかれた。

　イヤホンを取り振り向いて──。心臓が止まりそうになった。びっくりしたのなんのって。

　律史がにこにこしながら立っていた。

　……一瞬、クラっとした。気を失うかと思った。

　しかし、人間はそう簡単に気を失ったりしない。

「お。可愛い。黒いニワトリ」

「り、り、り、り、律史？」

　慌てて自分も立ち上がり、少し後ずさった。驚きで心臓がバクバクしている。

「びっくりさせちゃ悪いと思って後ろから何度も声をかけたんだけど、爆音で音楽聴いてたみたいで全然気がつかないからさ。沙理って音楽聴いてるとき昔からそういう感じだよね。あ、駅からも何度も電話したんだよ。でも出てくれないし……。外にいたなら仕方ないか。新幹線から降りたらタクシーが一台もいなくて、駅員さんに聞いてもこのへんにはタクシーなんて走ってないって言われてさ。こりゃまずいと思って駅の周りを歩いてたら、軽トラに乗ったおじいさんがついでにって乗っけてくれたんだ。この辺の人、親切なんだね。で、適当なところで降ろしてもらって、あとは歩いてきたんだけど」

「あ、そう……誰かに乗っけてもらってきたんだね。この辺の人ってことは、誰だろ……。後でお礼言っておかないと……」

「ニワトリ、可愛いね。もしかしてヒナ？」

「うん。まだ大人になりきってないんだって。可愛いでしょ？」

「可愛い。あ、あっちにヤギもいる！　すごいな、後でヤギと遊んでもいい？」

「いいよ」

　いいけど。これが久しぶりに会った元夫婦の会話でいいんだろうか。ニワトリとヤギ。もっと大事なことがあるんじゃないか？

「っていうか！」

　思わず声が大きくなった。

「い、い、一体、何しに来たの？」

　どもりつつも思わずきつい口調になってしまう。

「何しにって。だって俺、沙理が作曲を引き受けてくれたって聞いてうれしくてさ。話聞いてすぐにでも来たかったんだけど、めちゃくちゃ仕事忙しかったからさ……。でも無理やり時間空けて来ちゃったんだよ」

「よくここがわかったよね」

「ん？　それはお義母さんに聞いたんだよ」

（お母さんに？　あー、あの人なら簡単に教えるだろうなぁ）

　ため息をついた。離婚のとき、律史を気に入っていた母はものすごく残念がっていたから。だからといって、こんな簡単にわたしの居場所を無断で教えて良いの？

（今時、ありえないでしょ！　全く、非常識なんだから！　あとできっちり、言っておかなきゃ！）

「ここって、お義母さんの実家があるところなんだってね。お義母さん、いいところだからぜひって、俺が行くこと喜んでくれてたよ」

　律史はにこにこと、口軽くしゃべっている。

「あの……。わたしが『ジューニ』だってこと、知ってたの？」

「そんなの知ってるに決まってるじゃん。沙理の曲は俺、全部聴いてるよ」

「そうだったの？」

　思わずうれしくなってしまった。でも素直に喜んでいい状況なのかどうかがわからない。

「今回のオファーは、すごくドキドキしながらさせてもらったんだ。そしたらすごく返事が早くてさ。俺、うれしくて。沙理も俺のこと気にしていてくれたんだなって」

　律史がわたしを見つめながら言う。久しぶりなので吸い込まれそう……。急に顔が熱くなってきて焦ってしまった。

（や、やばい！）

　自分でどうにもならないこと、のひとつが感情だと思う。

　律史に関して、この三年、わたしはそれをずっと押し殺してきた。でもそれは離れていたからであって……こんな風に目の前に出てこられると……。

　嫌いになって別れたならこんなこと思わないだろうけど、そうじゃないから困る。

（なんだか律史、前よりカッコよくなったみたい）

　雑誌やネットの記事で見かけたことはある。お金持ちになったからなのか、高そうなジャケットを着たりなどして、ずいぶん垢抜けたんだなあと思っていた。

　今日は、生成りっぽいＴシャツにグレーのリネンシャツを重ね着していて、ボトムは緩めのデニムパンツ。足元は普通のスニーカー。それにリュック。社長って感じはしないけど、やっぱりどこかお洒落だ。

　律史はもともと、超イケメン、という目立つ顔立ちではなかったけれど、印象的な切れ長の目で、フェイスラインがすっきりしており、スラっとした体つきだけどけして華奢ではなく、身長は百七十五くらい。高校生のときも大学生のときも密かにモテていた。わたしとばかり一緒にいたから、本人はモテていることに気がついていなかったみたいだけど。服のセンスも悪くはなかった。お金がない分、着飾れなかっただけで。

　それが今はすっかり、なんていうか、

（大人になった、って感じだなぁ）

　抑えようとしているのに、どんどんドキドキしてきてしまう。

（こうなりそうだったから、会いたくなかったのに）

　いたって涼しい顔をしている律史が少し憎らしかった。

「どうしたの？」

　急にわたしが黙ってしまったからか、顔を覗き込まれた。たったそれだけで、胸をぎゅっと掴まれた感じ。

「どうもしてないよ」

「でも、今回は本当にありがとう」

「どうして？」

「だって、俺からの依頼だってことで、忙しいのに受けてくれたんだろ？」

「ん？　あー、えっと、あー……う、うん。まぁ、そう……かな」

　しどろもどろになりながらうなずいた。

　本当は違う。知らなかった。知っていたら受けなかった。わたしは律史に会いたいとは思っていなかったから。だって、あんなに悲しい形で、縁を切ったのだから。

　でもさっき、律史はわたしの曲を全部聴いてくれていた、って……。それをわたしはうれしく感じた。それなのに、まさか律史の会社からの依頼だとは思いませんでした、知ってたら断ったと思うよ、とはなんとなく言えなかった。ごまかしてしまった。

　でもそう言ってしまってから、

（あっ。そういうことにしちゃうと、それはそれで、もしかして誤解されたりとか？）

「うれしかったよ、俺……」

　律史は本当ににこにことうれしそうで、その気持ちのままでいて欲しくなって、わたしは戸惑いながらもちょっと口の端だけで笑顔を作った。わたしには、律史がうれしそうにしているとうれしいという、悲しい本能が宿っているみたい。

「あ。マネージャーの千晴さんもこれから来るって」

「そうなの？　わざわざ申し訳なかったね。こんな時間から大丈夫かな？　打合せだからいてもらったほうがいいよね」

（とりあえず……。律史、疲れてるよね。遠くから来てくれたんだもん）

「えっと、とりあえず、中にどうぞ」

　わたしは先に立って歩き始めた。




「うわぁ。すげえ。天井が高いな。そんで、梁が太い！」

　律史にとってはかなり珍しい光景だったのだろう。気持ちはわかる。

　東京生まれ東京育ちの人間にとっては、古民家というのはちょっとした異世界だ。

「律史って港区のタワマンに住んでるんでしょ。そういうところって天井が高いんじゃないの？」

「いや、これよりぜんぜん低い。っていうかその情報、古いよ。タワマンは投資用に買っただけで、試しにちょっと住んでみただけだよ。今は別のところに住んでる。八階建ての、普通のマンション」

「なんでタワマンやめちゃったの？」

「いちいちエレベーターで降りる時間がだるくて。いくら眺めがいいからって、毎日じゃ飽きるしさ。家でじっとしてても、ひとりじゃつまらないし、俺、せっかちだろ」

「なるほど」

　律史はいい意味で少し落ち着きがないタイプだったので、確かにそうかもしれない。

　頭の回転が良すぎるせいだと思う。わたしはどっちかというと行動が遅いほうだけど、それで微妙にバランスが取れていた気がする。

　律史が家の中をうろうろと探検している間に、キッチンでお湯を沸かした。律史はコーヒーがあまり好きではなく、ミルクティーが好きだった。それが変わっていないなら、喜んでくれると思うのだけど……。

　お湯を沸かしつつ、納戸に置きっぱなしになっていたスマホを見てみると、千晴さんから何度も電話やメッセージが入っていた。

（あっ、またやっちゃった）

　新幹線でも東京から二時間半なので、まだ到着はしていないはず。どのへんにいるのかな……とメッセージアプリを開いた。

『沙理さん、申し訳ありませんが、これから急な打合せで、明日早朝に現場に向かわなければならない仕事ができてしまったため、今日そちらにお邪魔するのは無理になってしまいました。その代わり、十九時からオンラインで打合せをしたいのですが、大丈夫ですか？』

　文章を読んで、焦ってしまった。慌てて電話をしてみたけれど、今度は千晴さんが出ない。たぶん仕事中なのだ。

　よく考えたら、急にこちらに来るなんて難しいに決まっている。ただでさえ、千晴さんは忙しいのに。でも、わたしはこの事態にひとりで立ち向かえそうになくて、助けが欲しくて……。

（どうしたらいいの……）

　気持ちは、かなり混乱していた。

　時計を見るといつのまにか十七時になっていた。

『はい、大丈夫です。よろしくお願いします』

　仕方ないので、そうメッセージを返し、深いため息をついた。

（急に無理なお願いをして、申し訳なかったな。仕方ない……。うーんでも、この場をどうすればいいんだろう）

　ずっと頭が混乱しているのだけれど、でもこれは千晴さんが来てくれたらどうにかなるという問題ではないんだろう。

（うーん）

　お湯が沸いたので、棚からアールグレイの茶葉が入った缶を取り出した。わたしはコーヒーも好きだけれど、紅茶も好き。大きめのティーポットに茶葉とお湯を入れて五分蒸らしてカップに注ぎ、温めたミルクを入れ、ミルクティーを作った。カップは何の変哲もない、貰いもの。たぶんどこかの焼き物だけどわたしは詳しくないので知らない。ただ、色がベージュなのが気に入っている。

　わたしの分には入れないけど、律史のカップにはティースプーン一杯のシュガーを入れ、トレイに乗せていると、

「俺、運ぶよ。あっち、いい縁側があるね」

　律史がいつのまにか側に来ていた。

　二人で縁側に座り、とりあえずゆっくり、ミルクティーを口に運んだ。縁側からは、ちょうど庭木の植え込みが見えるようになっていて、落ち着く眺めだ。

「あー、これ、俺にとってこの世で一番ほっとする味だ。沙理が淹れてくれるミルクティー」

　結婚しているとき、ほとんど毎朝作っていた。律史の言葉に、なんだかじわりと心が温かくなる。

「でもこんなの、いくらだって自分で作れるでしょ」

　うれしいのに、自分でも素直にそう思いたくなくて、つい言ってしまった。

「作ったこともあるけど、味が違うんだよな……。ここ、涼しいね。東京と違う」

　暑いことは暑いけど、風が吹き抜けるのでそう感じるのかもしれない。律史は優しく話してくれた。

　夕方だから、ヒグラシが盛大に鳴いている。でも、それ以外の音がほとんどしない。静かだ。

「そうだねえ。お盆が過ぎると、このへんは夏が終わったって感じ」

「立派な家と庭だね。ここは借りてるの？」

「そうなの。親戚に紹介してもらって」

　わたしは簡単に説明した。この家が屋敷林と呼ばれる人工の林に囲まれていること。庭や、周囲の木々は、この家に代々住んでいた人たちが作り上げた森であること。

　いとこの紹介で、数年前から空き家になっていたここを改装して、もう二年くらい住んでいること。

　この家の持ち主は関西方面に住んでおり、この地に戻る予定がないこと。

「気に入っているんだね」

「うん」

　微笑みながら頷く。

　ここは、律史と別れたあと、わたしがやっと見つけた安住の地。もし気に入ればこのまま譲ってもいいと持ち主が言っているらしく、今は借りているが、そのうち本当に購入することになるかもしれない。ちらっとそんな話もした。

「こういうところなら、作曲に集中できそうだもんなぁ」

「そうなんだよね。雑音がないし。東京にはたまに行ければ良いし」

「うん、いいところだね、ここは。そっかぁ、なんかイメージ合うなぁ」

　律史が明るい調子で言う。

「ん？　イメージって？」

「沙理に作曲してもらうゲームのこと。なんかイメージ合うなと思って。あ、資料とか見てもらおうと思ってるんだけど、マネージャーさんも一緒のほうがいいのかな？」

「あ。あのね、千晴さん、仕事で来られなくなったみたいなの。十九時からオンラインで打合せしたいって……」

「あ、そうなんだ。了解」

　だんだん紅茶が冷めてきて、わたしは最後まで飲み干してしまった。律史ももう、飲み終えていた。

　そのまま黙って、少しの間、二人で座っていた。嫌な沈黙じゃなくて、なんだかうれしくて黙っているような、変な感じ。

（なんだかまるで、老夫婦みたい）

　縁側で二人でお茶を飲みながら座っているなんて。

　そのお茶はアールグレイミルクティーで、座っている二人は、老夫婦じゃなくて、アラサーの元夫婦なんだけど。

　考えていると悲しくなってしまいそうだったから、立ち上がった。

「お腹空いてない？　簡単なごはん、作るね」

「え、いいの？　手伝うよ」

「この家のこと、何もわからないでしょ？　時間もないし、ほんとうに簡単なものにするから大丈夫。ヤギと遊んでおいでよ」

　律史はさらに手伝う、と言うので、ヤギとニワトリの世話をお願いした。田舎の家はやることが多いので、手伝いたいなら仕事はいくらでもあるのだ。

　冷凍庫を開けると豚ロース肉があったので、レンジで解凍してオリーブオイルとローズマリーで漬け込んだ。時間がないので味はあまり染みないかもしれないけど、しょうがない。

　じゃがいもを切り、漬け込んだ豚肉と一緒にじっくり焼いて、ローズマリー風味のポークソテーの出来上がり。それと枝豆ご飯を作って、庭で採れたきゅうりとトマトを切って、ワンプレートに盛り付けた。

　スープは夕顔という瓜を茹でてコンソメで味付けしたもの。三十分もしないうちに完成した。

「ごはんできたよー！」

　外に出て、大きな声で呼ぶ。これもなんだか懐かしい。あの頃は賃貸マンションだったから大声で呼ぶようなことはなかったけれど、ごはんができると、よくこうやって律史を呼んだなあと思う。もちろん、律史が作ってくれることもあって、そのときはわたしが呼ばれていたけど。

　律史が戻ってきて、手を洗い、テーブルについた。テーブルにはもう、夕食を並べておいた。

　キッチンの隣に板の間がある。昔は土間だったらしい。わたしが一人暮らしの部屋からもってきた、二人掛けの小さなテーブルが、広い空間にちょこんと置いてある。

　律史は座ると、じーっと料理を見つめていた。

「どうしたの？」

「いや。なんかうれしくて。うれしすぎてなんか止まってた」

「なんでうれしいのよ」

「なんか、ちゃんと食事するのが、本当に久しぶりだから……」

「飲み物、炭酸水で良い？」

「うん、ありがとう」

　大ぶりのグラスに氷と炭酸水を入れ、律史の側にコトンと置く。

　律史はお酒を飲まないわけではないけれど、毎晩晩酌をするタイプではなく、普段の食事にアルコールはいらない。それにこれから打合せもある。

　二人で食卓につき、料理に手をつけ始めた。

「美味しい！　あ、沙理のごはんはいつも美味しいけど、肉はもちろん、この枝豆ご飯、枝豆の香りがすごくて、弾力もあって本当に美味しいね」

　律史のうれしそうな様子を見ていると、ついにこにこしてしまう。

　今日は簡単に作っただけで、肉に味も染み込んでいないのに、なぜかいつもの何倍も美味しく感じる。

（律史がいるからだ）

　大したことのないごはんでも、失敗したごはんでも、二人でいるとなぜか美味しく食べられた。

　ひとりでも大丈夫だと思っていた。律史と別れてしまった以上、孤独は当たり前なのだから。それに順応するよう努力してきた。だからこんな田舎にひとりでいることが苦にならないのだ。律史がいなければ、どこにいたって孤独であることは変わらないから。

（それなのに。寝た子を起こされちゃう感じ……）

　うれしいけれど、複雑。せっかくひとりでも過ごせるようにがんばってこの状態に慣れたのに。

（律史は、平気なんだな）

　わたしと違って、律史にとってはたぶん、昔は昔で今は今なのだろう。だから平気な顔をしているのだ。

　食事を終えると、律史がさっと洗い物をしてくれた。

　もうすぐ十九時になるので、オンライン会議の準備を始めた。千晴さんとはいつもオンラインだから、特に準備するようなものはないのだけれど。資料の関係もあり、律史が持ってきたノートパソコンと三台で行うことにした。




「えっと……よくわかんないんですけど……もう一度いいですか？」

　千晴さんが目を丸くしている。一度では意味が伝わっていないみたい。

　知っておいてもらったほうがいいだろうと、わたしと律史が元夫婦だということを話したのだが。

　仕方ないのでもう一度説明すると、

「ほんとなんですね！　冗談じゃなくて」

　かなり驚いている様子だった。

「こんなことで冗談言っても仕方ないでしょう。事実です」

　わたしが言うと、

「そうなんです」

　律史もそう言った。

「そうだったんですねえ」

　千晴さんは言葉もない、という雰囲気。そりゃそうだろう。

　そして、そうだったからといって、今の状況は全く変わらないわけで、

「……では、資料をいただいても良いでしょうか？」

　千晴さんが言い、その場が一気に打合せの雰囲気に。

　律史はメールでわたしと千晴さんそれぞれにデータを送ってくれ、それを見ながら話すことになった。

「ふーん……」

　思わず声が出た。

　資料には画像や動画も添えられており、だいたいの流れが把握できた。

（面白そうだな）

　大まかな設定は、舞台は未来で、廃墟になった街を森に戻していく、というもの。主人公は神様と人間との間に生まれた妖精のような存在で、自分のアバターになる。デザインは自分で決められ、ゲーム内で日記を書いたり、コメントで交流もでき、繋がって同じ村に住むこともできる。

　絵やキャラクターがかなり美しい。試験版を何種類か作ってユーザーの反応を見ながら作り上げたそうだ。

（自分が神様なら、世界をどうするのかって感じか）

　つける音楽のイメージも少し沸いた。ピアノの音がメインでもいいかもしれない。癒しをテーマにしたゲームのようだけど、激しいシーンもないわけではないし、変化をつけることができてかなり楽しそうだと思った。

「いいですね。ぜひやってみたいです」

　一瞬、律史とのことは忘れて普通に話せた。

「良かったです。よろしくお願いします」

　音楽の打合せに入る。場面の数は多いけれど、繰り返し使える部分も多いので、曲数がだいたい決まってきた。

　千晴さんとスケジュールの話をしつつ、払われるギャラが多いことに驚く。でも律史に聞いたら、それは特別扱いではないから大丈夫、とのことだった。

　三人が揃っての打合せは滅多になさそうだということで、長くなった。内容も、実務面のことも話し合った。

　打合せが終わってパソコンを閉じると、急にその場が静まりかえった。広いので照明も暗めだ。

　ひとりでいるぶんには気にしたことはなかったのだけど、律史と二人きりでいると思うと急になんだかそんなことが気になってきた。

「遅くまでお邪魔して申し訳なかったね。今日は会えてすごくうれしかった。じゃ、そろそろ帰らなきゃ。タクシー呼べるかな」

　律史がノートパソコンをリュックに入れながら言った。

「大丈夫、駅までわたしが送って行くよ。このへん、タクシーなんかないから」

　そう言いながら、ふと時計を見て、わたしはギクッとした。

「あ」

「どうしたの？」

「新幹線、もう無いかも……」

「え」

　驚いてる律史を尻目に、わたしはスマホで調べ始めた。

「あ。ない」

「え。ほんとに？　俺が東京で調べたときには、まだあった気がしてたんだけど」

　一番近い新幹線の駅まで車で約四十分くらいかかるのだが、その駅そのものが田んぼの中にあり、主要な駅ではないため、各駅停車の新幹線しか停まらず、そんなこともあって最終が早いのだ。

「あと二十分……飛ばしていけばどうにかなるかな」

「でも、危ないよ」

「そうだよね」

　バカバカ、と自分を殴りたくなった。わたしはいつもこうだ。目の前のことだけで、肝心なことを何も考えていない。ここに初めてきた律史が新幹線の時間のことを知らないのは当たり前で、わたしが気をつけてあげなければならなかったのだ。

「ごめん、俺も来ることだけに夢中になっていて、帰りはなんとかなるだろうって簡単に考えていて。このへん、最終が早いんだね、ちゃんと調べてくれば良かった」

「わたしこそ、ごめん……ちゃんと気にしてあげてなくて」

　律史が来た、ということだけでわたしは頭がいっぱいになってしまい、他のことを何も考えられなかった。本当にバカだ。

「どうしよう。あ、バス！」

「バス？」

「そう、高速バスならきっとあるよ」

　新幹線が無くなっても、深夜発着の高速バスなら、一番近い政令指定都市からたくさん出ている。

「このへんから出ているの？」

「うーん、車で三時間かなぁ。送るよ」

「そんなの、遠いよ。沙理にそんなこと、させられないよ」

　確かに、夜の運転で片道三時間は、わたしにはつらいかもしれない。やったことがない。

「でも、律史、忙しいんでしょう？　本当にごめんなさい」

「謝らないでよ、大丈夫だよ、いきなり来た俺が悪いんだから。それより……申し訳ないけど、泊めてもらえる？　始発で帰れば、明日の仕事に間に合いそうだ」

「もちろん大丈夫だよ。じゃ、明日の朝、駅まで送っていくね」

「ごめんね。申し訳ない。ありがとう」

（ん……？　律史、泊まることになっちゃった）

　内心戸惑ってはいたけれど、もう物理的にどうしようもなくて。そういうことになった。

　律史はリュックを置き、ふわぁーっという感じで伸びをした。少し疲れているようだ。

（律史、本当はすごく忙しいはず。ここでこんなことをしていて、いいのかな。今日の打合せだって本来なら、律史じゃなくても良かったんだと思うけど）

　パソコンを納戸に片づけた。律史はさっきの縁側が気に入ったのか、座って外を見ている。

「もう暗いから、何も見えないでしょう？」

「そうなんだけど、虫の声もすごいし、すごく空気がいいよ。肺が洗われる感じがするな」

「律史、煙草吸わないじゃない」

「でも排気ガスは吸ってるからさ。ここはそういうのもないだろ。あ、星がきれいだなぁ」

「うん、このへん、星がきれいだよ。流星群なんかも良く見える。……なんか。飲む？」

　まだ寝てしまうには早いし、星を見たりしたいのかなと思って声をかけた。

「うん、ありがとう。じゃ、ビールあるかな？」

「地ビールでよければ」

「いいね、飲みたい」

　わたしも毎晩飲むわけではないけれど、嫌いではないから時々ひとりで飲んでいる。地元のビールを貰ったりすることもあり、冷蔵庫には常に何本か入っている。日本酒も美和ちゃんに貰った四合瓶が一本と、赤と白のワインや、確かランブルスコもあったはず。

　グラスを持ってきて、地ビールを注いだ。二人で乾杯する。

「何に乾杯するの？」

「再会に、でしょ」

　夏の星空の下、虫の声を聴きながら律史と飲むビールはめちゃくちゃ美味しかった。美味しすぎて一気にごくごく飲んでしまい、律史が二本目を冷蔵庫から持ってきて注いでくれた。

　律史は腰が軽く気も優しい男なので、一緒に暮らしていたときも、いつもこんな風だった。

（それにしても、なんで来ちゃったの？　律史……）

　二杯目はゆっくり飲んだ。律史はすごく楽しそうで、それで逆に、

（何考えてるんだろ？）

　と思ってしまった。

　別れた二人というのは、未練がある側のほうが、会いたがらない気がする。なぜなら、自分の中で整理ができていないから。未練などないほうが、案外あっさりと再会を楽しめるのかもしれない。ということは、律史は未練がないのかもしれない。

　律史は、なんだか楽しそう。わたしと再会したときから、ずうっと、楽しそうだ。

（きっと、わたしに仕事を頼みたかっただけなんだろうな）

　それはそれで、いい。そう思う。律史がわたしの仕事を認めてくれているってことだもの。

　離婚のとき、わたしは別れたくないと言ったのに、律史はそうじゃなかった。思い出すと悲しくなるから、なるべくあのときのことは考えないようにしているけど。

　キッチンに戻り、冷蔵庫からチーズを何種類か出して切って、トマトやクラッカーを使ってちょっとしたおつまみを作った。

　大皿を出し、並べ始める。

　ゴーヤの白和えを作り置きしていたので、それも。その周りにナッツと、チョコと、生ハムをきれいに。

　これで、『大皿におつまみ全部乗せ』の出来上がり。昔、よく作った。これだけ置いておけば、二人でじゅうぶん飲めてしまうから。

「あ。懐かしいな、これも」

「でしょ」

　ランブルスコを出してきた。グラスに注ぐ。ちょっと甘くて美味しい。喉にするする入っていく。

　律史の話が聞きたくて、尋ねた。あれからのこと。そしてこれからのこと。

　律史は、『ディープグリーン』を大きくしたら売却するつもりだ、と話した。そしてまた自分は別のことをする、と。

「ふうん」

　昔からこんな感じだった。律史の話は大きい、そして面白い。わたしはずうっと、作曲の作業ばかりしていて変化がないけれど、律史は次々に別のことを考えている。わたしはそんな律史の話を聞くのが好きだった。

（ん。なんか、やばい……）

　トイレに行きたくなって立ち上がり、歩いている最中にふらっと来た。そんなに飲んでいるつもりはなかったから、自分でも意外だった。

（ビールと、ランブルスコくらいなのに。あ、そんなことないか）

　さっき、気がついたら、律史が冷蔵庫から冷酒を取り出してきていた。それも飲んでいる。ランブルスコはとっくに空になっていた。

（うーん、けっこう飲んでいるのかも……）

　律史が側にいる、ということがやばい。ものすごくやばい。そして、夜で、お酒を飲んでいる。これはもう、絶対にやばい。たぶん……。

（わたしったら。ダメじゃん）

　さっきからずうっと、律史を見つめてばかり。すっきりとした顎の線、シュッとした目尻、ちょっと骨っぽい、長めの指。

　ダメなことはわかっているのに、身体の奥がどんどん熱くなっているのがわかる。どこか心地よい熱さで、ちょっとしたきっかけて、たくさん気持ちよくなってしまいそうな……。

（触れたいな……）

　絶対に、触っちゃダメってわかってる。もし今、律史に触ってしまったら、我慢できなくなってしまう。

　ふと、律史がこっちを見た。わたしの視線に気がついたみたい。

「どうしたの？　なんか可愛い顔してる。いや、前からずっと可愛いんだけどさ」

「そんなこと言ってくれるの、律史くらいだよ。わたし、そんなに可愛くないもん」

「何言ってるんだよ。沙理は、ずーっと前から、めちゃくちゃ可愛いよ」

　律史の手が伸びてきて、わたしの頭をさらっと撫でた。

（あ）

　ビリビリっと体中に何かが走った。直後、ぞわぞわと鳥肌が立った。

（なんで、触るのよ！　こんなに我慢してるっていうのに！）

　身体の奥から沸々と何かが湧きだしてくる。抑えようとするのだけど難しくて、わたしは何度も息を吐いた。

「どうしたの？　なんか顔赤いよ。苦しそう」

「苦しいんじゃなくて……」

　言いかけて口をつぐむ。これ以上はとてもじゃないけど言えない。

　だって、ずっと我慢していたのだ。この三年間、ずっと。

　律史以外は受け入れることができないし、たまにひとりでするくらい。そんな禁欲生活をずっとしてきたのに、目の前に大好きな律史が出てきてしまったら──。

「ねえ、律史」

「何？」

「わたし、したい」

　そう言いながら、ぎゅっと抱きついた。久しぶり過ぎてどうしたらいいかわからなくて、そんなことしかできなかったのだ。律史は戸惑っている様子だった。

「えっ。沙理、したいって、そういうこと？」

「うん。興奮してきちゃった」

「興奮してきちゃった、って。でも沙理、今夜は俺、そんなつもりじゃ……」

「勝手に来たくせに、何言ってるのよ。悪いのは律史なんだからね」

　わたしを引きはがそうとする律史に必死にしがみついていると、急にふわっと力が抜けた。そして、律史がそっとわたしを離して、わたしたちは一瞬見つめ合った。顔が近づく。

（あ……）

　キスされた。久しぶりのキス。ただ触れるだけのキスは一瞬で、次に舌先がわたしの唇をつついて開けさせ、割って入ってくる。

　わたしはそれをうっとりと受け入れた。

（どうしよう。めちゃくちゃ幸せ……）

　もう二度と、キスをすることなどないと思っていた。

　手を握られて、握り返した。縁側に座ったままで、今はただ隣同士座っているだけ。

　さらに深く、律史の舌が口内に入り込んできて、わたしの舌に絡みついてくる。背中のぞくぞくが止まらなくて、座っていられなくなった。

「中、入ろうか」

　唇が離れ、律史は立ち上がってわたしの手を引き、一緒に中に入った。

　奥に置いてあるベッドはセミダブルで、シングルよりは広いけど、そんなに大きいわけじゃない。さっきまでは律史のために押し入れから布団を出して敷こうと思っていたけれど、それどころではなくなってしまった。

　ベッドの上で、キスを続けながら律史がゆっくりとわたしの肩や背中を撫でる。律史の愛撫はいつも優しく、変わらず、すごく気持ちよかった。

「こんな、いきなりすぎるだろ。久しぶりなのに……。でも沙理にこんな風になられたら、俺だって……我慢できなくなる」

　触られたとこから順番に甘く痺れる感じが残って、そこから全身に広がっていく。

　わたしは律史の着ていたグレーのリネンシャツを引っ張った。脱いで、という合図だ。律史はそれを脱ぎ、わたしはさらにＴシャツも脱がせてしまう。

（どうしよう。素敵すぎるよ……）

　三年ぶりに見る律史の身体は相変わらず引き締まっていて美しく、カッコいい。思わずそっと撫でると、

「沙理、本当にいいの？　俺、もっと時間をかけたほうが……って思ってたんだけど。でも、沙理がいいって言ってくれるなら……」

　律史がちょっと戸惑った様子で言った。

「言ってる意味わかんないよ。わたしたち、元夫婦なのに？　早く、しよ」

　微笑みながら律史のデニムパンツに手をかけると、

「途中でやめてくれっていっても、もう無理だからな」

　律史がちょっと怒ったように言って、いきなり押し倒してきた。

　わたしが着ていたのは普段着のミントグリーンのシャツにボトムはデニムだったのだけど、律史は器用なのであっという間に脱がされた。

「沙理。相変わらずきれいだ……」

　律史はつぶやいて、ぎゅっと抱きしめてきたかと思うと、深いキスをしてきた。

　わたしもつい、もっと、と縋りつくように舌を絡める。

　両脚の間に律史の身体が入り込んできたかと思うと、律史の左手が押し倒されているわたしの背後を通り、肩を掴んだ。

　再びキスが降りてきて、今度は耳元や、顎の先にも唇が触れた。ちゅっちゅっと、音が耳に響く。

　ずっと息が上がっていて、ムズムズとした感覚が体中を走る。キスに気を取られていると今度は、律史の右手が胸を掴んで、二、三度揉みしだいたかと思うと、指先で乳首を軽く押した。

　びくん、と体が反応して、ずり上がりそうになるのに、背後から回された腕で肩先を抑えられているから動けない。

　身体の熱が一気に上がり、キスされながら喘いでしまった。

「っん……あ……」

「乳首、もうガチガチになってるじゃん。沙理、めちゃくちゃ可愛い……」

　こういうときに、律史が囁いてくれる甘い声がわたしは大好きで、別れてからも本当は、何度も何度も反芻した。それで自慰することもあった。

「あ、あぁん……律史……お願い」

「ん……。じゃ、いっぱい舐めてあげる」

「ぁ、ああっ、やぁ……」

　律史の唇が乳首を捉えた。最初は唇で挟むように……そのうちに舌が乳輪をなぞるように動きだして、次に軽く吸い上げられた。

「あっ、あぁぁっ」

　下腹部の奥から何かが溢れ出してくる。たぶんもうすでに、濡れていたと思うのだけど、

（どうしよう。たぶんいっぱい、出ちゃってる……）

　恥ずかしくて、切ない。

　わたしは律史しか知らないけれど、初めてのときからずーっと、律史のやり方は大好きで最高だと感じていた。だからほかの男性には全く興味が持てない。そんなこと、考えるだけで気持ち悪いと思ってしまうほどだ。

　律史が良くて律史に抱かれたくて。いつもわたしはそれだけだった。

（あ……やばい。ほんとに流れてる……）

　堪えたくても、脚を閉じることができないので、無理。もどかしさに襲われて、かえってお腹の奥がどんどん熱くなっていく。

「あ、あ、あんっ、ううっ」

　声が漏れてしまう。広い座敷に響いているようでなんだか落ち着かない。ここで、この家でまさかこんなことをするなんて思いもしなかった。

　舐められて刺激を与えられている粒の、もうひとつのほうは、時折指の腹で押されたり、指先で抓られたり、軽く撫でられたり……。だんだん、何も考えられなくなっていってしまう。

　そのうちに……。唇が離れ、右手が脚の付け根へと移動した。まだショーツだけ身に着けていたのだけど、律史は太腿を撫でつつ、しだいにショーツのクロッチ部分に優しく指でタッチしてきて──。すっかり染みていることを確認され、敏感な部分を布越しに擦られて、腰がピクリと跳ねた。

「ぁあっ……」

「すごい濡れてる……。沙理、うれしいよ、俺……」

　ふと見ると、律史の目がどこか潤んで見えた。

（どうして……？）

　不思議に思いながらも、わたしは律史のデニムパンツに手をかけた。横になったままだから力が入らず、脱がせたりできないけど、もう、脱いで欲しい……。

「ん……」

　律史が体を起こし、デニムパンツを脱いでしまった。そしてわたしの上に戻ってきた。両脚が開かれる。

　軽くキスされ、舌を絡めるとすぐに指先がクロッチの内側に入ってきた。確かめるように入り口の辺りに指を滑らせながら内側まで入れてしまい、溢れる蜜を混ぜるように動かした。最初は人差し指だけ。それが次第に中指と二本になり……。

　じゅぶじゅぶ、いやらしい音が座敷に響く。

「あ、あ……。あ、あぁんっ」

　指先で内側をなぞられる感覚も三年ぶりで、それだけで子宮のあたりがぎゅっと縮む感じがする。きゅんっ、と引っ張られる感じ。

「ん。このへんかな」

　内側、恥骨の裏側あたり……指で軽く押された。

「あ、あぁぁっ」

　思わず声が出てしまう。律史だけが知っている、わたしの気持ちいいところ……。

「あ、やだっ、あ、あぁぁ……。そこ、だめぇぇぇ」

「うん、ダメだよね、ここ。知ってる。気持ちいいんでしょ？」

　律史は優しいけど、たまに、意地悪……。

　身が縮むたび、奥がひくつくたび、どぷ、と蜜が噴出してくる。足をバタつかせ、呼吸を荒げた。

「あ……、あ、あ……」

　軽く痙攣するたび、ぶしゅ、と蜜が噴き出てくる。恥ずかしい……。

「どんどん出てくるね。もう、びしょびしょだよ。可愛い。本当に可愛いよ、沙理……」

「や、あ、あぁぁん……」

「すごいな。まだ指だけなのに、すごい締めつけてくる。もしかして、奥はだいぶきつくなってるのかな」

「……律史がいなくなっちゃたから……そうかも」

「誰かと付き合ったりは、しなかった？」

「そんな相手、できるわけないでしょ、わたしに……」

「何言ってるんだよ。沙理がその気になったらそんなのすぐだよ。だから……心配してた。でもそうか……いなかったんだね、良かった。沙理のここは、ずーっと俺だけのものだよ。俺はうれしいよ。あっやばい……」

「どうしたの？」

「それ聞いたらうれしくて、すごい興奮してきちゃった」

　律史がボクサーショーツを脱ぐと、久しぶりに見る律史のモノが現れた。わたしは体を起こしてそっと触れ、優しく撫でた。

「ダメ。今日は久しぶりだから、もうそれ以上触らないで。出ちゃったらヤバいだろ」

　そう言いながら律史はベッド下にあったリュックのファスナーを開けてちょっとごそごそしたかと思うと、避妊具を取り出した。

「ちゃんと、持ってるんじゃん」

　さっきは断ったくせに、と思いながら言うと、

「本当にそんなつもりは無かったんだけど、いちおう男のたしなみっていうか。万が一、とか。あーごめん、俺も、本当は沙理に会ったら我慢できるか自信がなかったんだよ」

　律史は言い訳しながら、避妊具をつけ、ぎゅっと抱きしめてきた。

「会いたかったんだよ、沙理……」

　倒されて、蜜が溢れる割れ目に先端が押し当てられたかと思うと、ぬかるんでいる窪みの中に一気に律史が入ってくる。

「あっ……」

　狭くなっていた膣壁をぐいっと押し広げられ、ずしんと大きなものに貫かれた感じに襲われる。反発するように、お腹の奥がぎゅうっと上に引き上げられ、体の奥が熱く張りつめた感じになった。

「んぁ……あ、あ……」

　頭が真っ白になって、喘ぐしかできない。

「や……ああ、あぁ」

「沙理の中……むちゃくちゃ気持ちいい……」

　律史のモノが蜜壺を広げるかのように最奥まで押し当てられた。そのまま味わうかのように、回しながら少し動かす。そのたびに、久しぶりの刺激に蜜壺が喜び、ぬるぬるした蜜が奥から流れ出てくるのがわかる。

「んっ……う……あ、あぁ……」

「動いていい？　痛くはないよね」

　頷くと、膝の裏を持ち上げられ、突き当りを連打された。

「あっ、あぁぁぁっ」

　内側から溢れてくる蜜で膣壁がどんどんぬるぬるしてくる。

　ぐちゅっ、ぬちゅっ、ぬちゅっ、

　打たれるたびに最奥からムズムズした快感が湧き立ち、しだいに平衡感覚を失い眩暈がしてくる。

　腰が浮き、不安定なまま、

「もっと……律史、お願い、もっとぉ……」

「沙理、可愛いよ、すげえいい、俺もやばい……」

　もう二度とこんなことはないと思ってたのに、こんなにしっかりと打ち込まれ、身体が勝手に何度もひくついた。おまけに、めちゃくちゃくっついて、甘えて……。

　律史がさらにつき上げる。胸や唇、体中全部に触れたり口づけたりしながら……。

　甘く責められ、身体をゆらゆらとゆらされ、そして何度も繰り返し打ち込まれているうちに、すでに張りつめていた快感の糸が振り切れそうになった。

「沙理、俺、もう……あ、あぁ」

　律史の切なげな声。

「律史っ……。気持ちいいよぉ……あ、あぁぁぁ」

　わたしはずっと喘いでいて、声は言葉にならない。たぶん今わたしは、甘く鳴く動物なんだろう。

（律史……好き、大好き。ずっと一緒にいたかったのに……どうして……）

　不意に目尻から涙が流れた。目を開けると律史はちょっと不思議そうな顔をしていたけれど、わたしが緩く微笑むと安心したようだった。律史も上気して、興奮で張りつめている。

　最奥を抉られ、瞼の裏にチカチカした花火が飛ぶ。身体の奥にぎゅうっと固まっていたものが降りてきて、大量の蜜とともに放たれる。身体がぶるぶると震えた。

「あ、あ、あ、あ──っ。イクう──っ……」

「俺もっ……う、ううっ」

　ビクビクと仰け反り強く痙攣した瞬間、最奥にある律史のモノがさらに大きくなって爆ぜた。温かいものが広がる感覚……。わたしたちはぎゅっと抱き合って、だんだん力が抜けてしまうまで、しばらくそのままでいた。







３・自己嫌悪の嵐が吹き荒れる








　天気が良かったので、畑のカボチャをひとつ取って来ようと勝手口から出た。

　すべてが敷地内で収まる生活なので、ここ一週間ほど外に出ていない。律史が東京に帰っていったあの日から。

　外出しなかったのは、気分が塞いでいて、誰にも会いたくない、という気持ちが強まっていたせい。

（だいぶ、秋っぽくなってきたかな。まだ暑いけど）

　空を見上げる。

　秋は、夏場よりも空の色が薄く、高くなる。

　あの日。早朝に律史を起こし、新幹線の駅まで車で送って行った。

　駅まで四十分なので、会話はあったけれど、内容はかなりあやふやだ。きっと噛み合っていなかっただろう。律史は戸惑っていたようだ。

　何を言われても上の空。

　黙っていて欲しくて、途中で『運転に集中できないから黙ってて』と言った覚えはある。

　駅で降ろし、即帰ってきた。

　ずっと自己嫌悪の嵐に見舞われている。何よりも、自分にうんざりしている。

（とっくに別れた元夫に、軽々しく体を許すなんて）

　バカみたいだと思う。自分に腹が立つ。とにかく、虚しい。

（あのまま静かに、忘れていきたかったのに……）

　田舎で、自然と音楽を相手に、ただ平和に穏やかにと願っていた。やっと少し落ち着いてきたと思っていたのに、まさかこんなことが起こるだなんて。

　最後はまるで追い返すような形になってしまい、律史には申し訳ないことをしてしまったのかも、とは思う。律史は言葉通り『そういうつもり』で来たわけではなく、一緒に仕事がしたかったのに違いない。それなのに、半ば強引にセックスに持ち込んでしまったのは、誰でもない、自分なのだ。

（ありえないでしょ。いくらお酒を飲んでいたとはいえ）

　考えれば考えるほど、頭を抱えてしゃがみ込みたくなる。

　ヤギ小屋の前で立ち止まった。

（メイとララはいいなぁ……。幸せそうで）

　懐いているので、側にいけば寄ってくる。とても可愛い。

　手を伸ばし、角の間をぐりぐりと撫でると、気持ちいいのかますます擦りつけてくる。

　ヤギは可愛いけれど、やはりどんどん気落ちしてきて、収穫したカボチャを手に家の中に戻った。

　良く手を洗って指からヤギの臭いを取り、カボチャコロッケの下準備をし、カボチャサラダを多めに作り、それでも余るのでスライスして冷凍庫に入れる。

　午後になり、納戸に入って作業を始めようとパソコンを立ち上げると、千晴さんから連絡がきていた。先日の打合せ後の進捗状況についての確認だった。

　『進めています』と簡単に返した。

　引き受けた仕事なのだから、もちろんきちんと仕上げるつもりだ。

　コンセプトも面白いし、すでにいくつか使いたいメロディーも浮かんでおり、実際の作業も進めている。

　おそらく途中の段階で一度、イメージを送ることになると思うので、とりあえずそこまで作るつもりだ。

　作業していると、少しして、千晴さんから返事がきた。

『河野社長と直接やりとりしていただいてもいいでしょうか？　先方から連絡がありまして』

　困った。

　あの朝、律史を送ってから帰宅して、千晴さんに、『ディープグリーン』との連絡をお願いしたいと伝えていたのだ。どうやら連絡はわたしと律史が直接するものと思っていたらしく、そのときもちらっと、直接でも良いのでは？　と言われていたのだけど。

　新幹線の時間が過ぎてしまい、あの晩律史を泊めたことを、千晴さんは知っている。わたしがそこまでは説明したからだ。でもまさか、関係を持ったとは思っていないと思う。わたしはあくまでも律史とは『元』夫婦なのであって今はもう関係ないのだと強調したから。

　千晴さんからすれば、打合せの後に宿泊もしているし、二人で内容についてもっと詳しい話をしていると思っている節もあり、普段はわたしも赤井さんと、事務所は通すものの直接依頼を受けて動いていることも多いので、千晴さんとしてはそうして欲しいようだ。

（千晴さんはたくさんのタレントや作家さんを抱えている人だからな……）

　わたしのような小物に関わっている余裕はないのかもしれない。

『了解しました』

　仕方なく返事をした。

（ってことは、ブロック解除しなきゃ）

　律史のことは、メッセージアプリもメールでもずっとブロックしていた。でも連絡を取るのなら解除しなければならない。電話番号も削除していた。

　思い切ってブロックを解除し、自分からメッセージを送ることにした。

『河野様　先日は申し訳ありませんでした。打合せ通り進めさせていただきたいと思っております。どうぞよろしくお願いします』

　メッセージには、もう他人、という雰囲気をひたすら込めたつもりだけど、成功しているかよくわからない。

　そのまま通知を切って、二時間ほど作業に没頭していた。

　コーヒーを淹れてひと息つきながらスマホを見てみると、律史からメッセージが入っていた。

『連絡がつきうれしいです。できれば直接会ってお話したいです。今仕事でロンドンにいますが、帰国したら伺いたいです』

『それはお断りします。こちらへは来ないでください。電話も無理です。仕事は先日の打合せ通り進めておりますのでご安心ください。連絡はこちらへのメッセージかメールでお願いいたします』

『あの日は楽しく過ごせたのに、どうして会ってもらえなくなってしまったのか、理由を知りたいです』

　律史のメッセージを見ながら、ため息をついた。

（説明かぁ、そんなことをしなくちゃいけないのかぁ……）

　気が重い……。

　でも、けして律史が悪いのではなく、わたしから誘ってしまったのだから、その責任はきっとわたしにあるのだ。

『先日のことに関しまして、ですが、とても後悔しております。あのようなことはするべきではありませんでした。わたしが誘ったのであり、あなたは何も悪くありません。大変申し訳ありませんでした。

　二度とあのようなことがないように、気をつけたいと思います。

　仕事に関しましては、劇伴を作ることはわたしの夢のひとつでありましたので、今回のご依頼はとてもうれしく、感謝しております。マネージャーの柴田より、直接連絡を取りながら進めて欲しいとのことでしたので、メッセージでと思っております。どうぞよろしくお願いします』

　できるだけ他人行儀なメッセージをしてみた。

　あのときは何もかもが急すぎて気が動転していたから、あんなことになってしまったのだ。最初から、順を追ってメールや千晴さんを介して連絡があったのなら、わたしは律史を家に入れてしまうようなこともなかったし、夜を過ごすようなこともおそらく無かったはずだ。未練があるからこそ、関係してはならなかったのだから……。

　しばらくして、またメッセージが来た。ロンドンは早朝のはずなのだけど……返事が早い。

『あの晩のことで謝られてしまうのはとても寂しいです。ずっと再会したいと思っていましたし、俺にとってはとても幸せな夜でした。沙理のほうから望んでくれるなんて想像していなかったので。会えただけでもうれしくて飛び上がりそうでした。すごくバタバタしている最中でしたが行って良かったと思いました。今度はどこかでゆっくり食事でもできたら、できれば俺の家にも来てもらいたいなどと、あれこれ想像して期待してしまいました。

　でも、沙理はあの夜のことをとても後悔しているんですね。俺も久しぶりで夢中になってしまい、申し訳ありませんでした。

　お願いです。もうあのようなことはしないので、会ってくれるだけで良いので、また機会を作ってはもらえませんか。俺としては、沙理ともう一度向き合いたいと思っているんです』

　読んで、頭を抱えたくなった。

（そういうことじゃないんだけどな……）

　大きな隔たりを感じた。でも、それを上手く説明できるか自信がなかった。

　再会した瞬間は、気が動転していたから、きっとわたしは穴だらけだった。だから簡単に、あんなことになってしまった。

　離婚に際し、わたしは捨てられたほうで、未練を断ち切るために必死だったのもたぶんわたしのほう。

　離婚は重い決断だった。別れたくなんかなかった。何しろわたしは今だって、律史に会ってしまえはすぐに簡単に体を許してしまうくらい、律史のことが好きなのだから。

　でも、だからこそ……わたしは律史を遠ざけたい。

　どうしても感情が揺れてしまうから。

　だって、捨てられたのだから。

　好きだけど、信用できない、許せない、そんな気持ちがあるから……。

（わたしと律史は離婚したんだよ。あのとき、二人で泣きながら決めたはず。なぜ、今更わたしの前に現れたの？）

　離婚したくない、二人でがんばりたいと縋ったわたしを振り切って、出て行ったのは律史のほう。

（それなのに。今さら向き合いたいなんて言われても）

　そう思わないではいられない。

　迷いながら、メッセージを綴った。

『わたしたちはすでに離婚しているのですから、もう会わない方がいいと思います。これ以上この話はしたくありません。仕事の話をしましょう。個人的なお話にはもうお返事をしません。どうしてもという場合、ブロックし、担当者が変わらない限り解除しません』

　わたしのメッセージが既読になってすぐ、電話が鳴った。律史からだった。

（どうして、わたしの言ってることが伝わらないの？）

　電話では話したくないと伝えたはずなのに。やっぱりダメだ。わたしは予告通り即、ブロックした。

　ぐったりだ。

　今夜はかぼちゃコロッケにしようと思っていたけれどすっかり食欲が無くなり、その晩は早めに寝た。




　田舎の生活は静謐な時間が多いのか、と問われたら、別にそうでもない、と答える。

　何しろ朝七時に町に設置されたスピーカーから音楽が鳴ったりするし、夕方五時にもそれが鳴る。

　動物の世話や畑仕事があるので家に籠っていることもできないし、家そのものも大きいため掃除などの手間がけっこうかかる。

　そろそろ稲刈りの季節だけど、昼間はそういった農作業による大きな音もかなりする。たぶん都会のワンルームで暮らしていた方が、よっぽど静謐な暮らしができると思う。

（でもだから、気がまぎれるということもあるんだよね）

　都会のワンルームで悶々としていたくなかったから、田舎に来たというところもある。律史のこと、離婚したこと、自分にとってつらく悲しい思い出を、なるべく考えないでいたかった。

　ヤギやニワトリと過ごす日々は、案外、そういったことを遠くに追いやってくれる。

（いい風が吹くなぁ）

　敷地が広い上、家の裏は見渡す限り田んぼなので、この時期は涼しい風が吹き抜け、とても気持ち良い。九月も後半に入ったから、夕方や夜は少し寒いくらいになる。

　雑草の多いところへヤギを連れて行き、繋いだ。こうしておくとおやつ代わりに食べてくれる。

　ニワトリは最近、卵を産んでくれるようになった。昼間は庭に放して、夕方に小屋に入れるようにしている。

（さてと、作業しなくっちゃ。昨日、新しい音源も買ったから試してみないと）

　今回の作品には民族楽器の音も多く取り入れたいと思い、マニアックな楽器の音源なども試してみるつもりなのだ。

　作曲は思いつきやひらめきだけでできるわけではない。

　もちろんそれも大事だが、クリエイティブな作品というのはだいたいの場合、細かい作業の積み重ねでできているものだ。少なくとも、それを多くの人に認めてもらえるような状態まで完成させるのであれば。

　あれから一か月ほど経ち、制作は順調に進んでいる。

　なぜかというと。律史のほうで、担当者を別に立ててくれ、その人から連絡が来るようになったからだ。町まち田ださんという社員の女性だ。

　これまでも律史の会社のアプリなどの音楽を担当してきたとのことで、業界に明るい人だった。共通の知り合いも多く、赤井さんとも知り合いで、今回のゲームを発売する際のＣＭにネコメロンを起用する話も出ている。

　とても気が利く人で、おまけに優しい。作曲に際しての資料や音源なども次々に送付してくれ、わたしは作業に集中しているときはあまり気が回らなくなる方なので、とても助かっている。

（いい人に頼んで貰えて、良かった。ありがとう律史）

　それにしても、忙しい律史がなぜわざわざ音楽の担当をしようとしたのか、と思う。最初からこうやって、会社の担当者を通してもらったほうが、順調に進むに決まっていたのに。

（成功しているのだから、わたしになんか、無理に関わろうとしないで良いのに）

　あれからいろいろ考えた。わたしも生活に困らないくらいにはなっているけれど、律史のように大金持ちになったわけじゃないから、もしかすると同情めいた気持ちがあったのだろうか。または、単に好奇心かもしれないけど。

（そんなの、いらないし。でも、そのおかげで、今回の仕事が来たんだとしたら、わたしにとっては良かったかな）

　最初から気になるテーマで、作品作りがとても楽しい。

　律史は今回、このゲームのために新しい会社をひとつ立ち上げるくらい、力を入れているようだ。それが、そのままゲームの名前でもある『ディープグリーン』であるらしい。

　廃墟を森に変えていくというゲームだから、画面は緑色になっていく。いろんな種類のグリーンにとても癒される、そんなゲームだ。レベルが上がるたびに植えられる植物の種類が増えて行くという設定も楽しい。自分で植物を開発することもできる。ＳＮＳ要素もあるので、アイテムを交換したり、好きな世界を構築できる。凝ったゲームがついた癒し系ＳＮＳ、という感じ。

（人気出そうだな。アバターがすっごく可愛いし）

　若者に人気の、高名な絵師さんが関わっているのだそう。なんだか音楽面がわたしでは役不足かな、と思わないでもないけれど、全力でがんばっている。

　今回は、変奏曲形式でゲーム内の音楽をほぼ統一する予定だ。

　ベースになるテーマ曲はピアノで、その原曲をいろんな楽器で、メロディーやテンポをあれこれ変更し、イメージを変え、何曲もの変奏曲に仕上げた。

　町田さんからの連絡は週に一～二回。そろそろかな、と思っていたら午後に連絡があった。

『お世話になっております。Ｍ８に関してですが、演奏者の都合がつきまして、弦楽四重奏版を今週末に都内のホールで録音予定です。つきましては、現場にお越しいただきたいのですがご都合はいかがですか？』

『はい、大丈夫です』

『もし可能でしたら、ピアノバージョンも一緒に録音したいのですが』

『それも、大丈夫ですよ』

『ありがとうございます。ホールの都合で、午後からの録音になりそうですので、ホテルをお取りしておきますね。どうぞよろしくお願いします』

　町田さんはてきぱきしている人なので、任せて安心な感じだ。

（泊まりになるとすると、ヤギとニワトリのお世話を、美和ちゃんに頼んでおかないとね）







４・東京へ








　午後一時にホールで町田さんと待ち合わせをしていた。

「はじめまして」

　お互い、顔を見るのは初めてだったので、ずっとやりとりをしているのにまずはそんな挨拶から始まった。

　たぶん同年代だろうな、と思っていたのだけど、思った通りで、町田さんは一歳年上の女性だった。薬指に結婚指輪があるのを、わたしはチラ見でチェックした。

（既婚者だったのね）

　意外ではない。なんとなく落ち着いた雰囲気の人だったから、そうじゃないかなと思っていた。

　身長はたぶん、百六十センチくらいかな。わたしより少し高めで、グレージュ色のパンツスーツ姿だった。

　この業界の人も、企業の制作担当の人は社外の人と会うことが多いせいか、スーツかジャケット着用の人が多い。わたしはというと、ロングスカートにブラウスに黒のカーディガンという地味を代表するような服装なのだけれど。

（たまにはスーツもいいな。ちょっときれいな色のを着れるのなら……）

　霊園に勤めていたころを思い出す。喪服、とまでいかないまでも、ほとんど毎日黒かダークグレーのスーツだった。ネイビーでさえご法度、という雰囲気だった。

（でも、懐かしいな……）

　わたしにとって霊園に勤めていたころ、というのは、律史と暮らしていたころでもあるので、思い出すとなんだか切なくなるのだ。

（あれはあれで、楽しかったんだけどな……別に嫌じゃなかったのに……）

　やりたい仕事ではなかったかもしれないけれど、仕事なんてもともとそういうもの、という諦めもわたしは持っていた。今、こうやって作曲で生活できていることは奇跡みたいなものだ。

　町田さんに案内され、まずは演奏してくださる奏者さんたちにお会いし、打合せをした。

　基本的にはお任せで、こちらとしては祈るような気持ちで良い瞬間を待つしかないのだが。チェロ担当の男性が同じ大学の出身で、話が少し弾んだ。

　十六時過ぎ頃からホールでリハーサルをし、録音が始まった。

　テイク１、２はさほど、と思った。こんなものかな、と。特段悪いわけじゃないけれど、あまり感じるものがない、そんな演奏。

　少し休んで三回目。あ、悪くないな、と思った。

　音の輪郭、粒がはっきりしてきた。それぞれの音が美しく重なる。何本もの美しい糸が広がり、絡まり、解ける。

（あ、すごくいい）

　そう思った瞬間、ふわっと頭蓋が空いて、天井のほうで重なる倍音の響きに色がついて見えた。

（あ、これ、大丈夫だ）

　だってその色は、ちゃんとグリーンだったから。

（うーん。もうちょっと、深いグリーンにならないかなぁ……）

　そう思っていると、近くの席に誰かが座っているのに気がついた。いつからいたのだろう。夢中だったので気がつかなかったのだ。関係者しかいないホールはガラガラなので、近くには誰もいないと思っていたのに。

（あ）

　息を呑んでしまった。

（律史だ……）

　頭のすみっこでそれを意識しながらも、そのときのわたしは音楽に気持ちが飛んでいた。ただ、律史がそこにいる、ということを事実として理解した。

　再び演奏が始まり、

（あーこれすごくいい。良くなった）

　天へと響く、クリアで、それでいて繊細な音。天井近くにうずまく、深い緑と、水の色。

　すごく気持ちよくて、気に入った。

（これなら大丈夫じゃないかな？）

　演奏が終わると律史が立ち上がり、ホール中央付近にいる町田さんのところへ歩いて行く。そこに、会場のあちこちに散っていたらしい会社のスタッフらしき人たちも集まり、話し合いを始める。

　その後、町田さんと律史がわたしの側に来た。

「沙理さん、いかがでしたか？」

　町田さんに尋ねられ、

「最後のが良かったです」

　そう答えると、律史も頷いていた。

「やはりそうですよね」

　町田さんが静かに言って、二人はスタッフのところへ戻っていった。

　その後、四重奏の人たちには帰ってもらい、わたしがピアノでテーマ曲を奏でた。

　こちらも、満足した演奏ができ終了。終わると、律史を始めみんなが拍手をしてくれた。

　その後、帰り支度をしていると、わたしは町田さんに、

「このあとの打合せにも参加してくださいますか？」

　と打診された。もう夕方だけれど、みんな一度会社に戻って会議を行うという。

　普段東京に住んでいないので、できれば今回は参加して欲しいと言われた。もともと、収録がいつ終わるかわからなかったので、町田さんにホテルを予約してもらっている。

　わたしは内心、戸惑っていた。

（参加した方がいいのはわかるけれど）

　会議なのだからきっとそこにも律史がいるだろう。さっきまではレコーディングや自分の演奏に集中していたからそれほど気にならなかったけれど、そうじゃなかったら、律史のことばかり気になってしまったはずだ。

（だから、会いたくないと思っているのに……）

　律史のことがどうしても気になってしまうから、未練が残っているから、わたしは律史をブロックしなければならなかったのだ。何とも思っていないなら、そんなことはする必要がないのだ。

　そう思いながらも、『打合せ、会議』と言われてしまえば、出ないわけにもいかない気がする。了承するしかなかった。

　ホールを出るとタクシーで移動することになった。

　到着した場所がどのへんかわからなくて、町田さんに尋ねる。

「ここ、どこですか？」

「新宿です」

　そういえば混雑しているところを抜けてきたような気もする。東京生まれだけど、どちらかといえば方向音痴なほうだ。

　白くてきれいな、新しいビルだった。高層ビル、というほどでもない。五階建てほどで、横に長い、というか全貌がわからない。

　道路に面している部分にはイタリアンレストランや、雑貨のショップ、カフェなどが見える。そちらのほうではなく、オフィススペースの入り口から入る。警備員が数名いて、けっこう厳重なチェックだった。

　町田さんが側にいてくれるので心強い。律史は別のタクシーに乗っていたので、たぶんわたしたちよりも早く着いたのかもしれない。

「この中に会社があるんですか？」

「そうですね、ここは『マジカルコランダム』の自社ビルですが、ショップ部分はテナントに出していますし、オフィス部分もいろんな企業が入居しています。この中に『ディープグリーン』の事務所も入っています」

「え、すごい。こんな立派な自社ビルなんですね。新しいし」

「今年四月に完成したばかりです」

（律史、ほんとにすごい）

　わたしは感心するばかりだった。三年前まで、古い賃貸マンションで慎ましく生活していたのに、片方はいつのまにか大成功して新宿にビルを建ててしまったのだ。

（世の中、こういうことってあるんだなあ。おまけになんかこのビル、すっごいお洒落）

　エレベーターを降りると、乳白色とグレージュ、カーキを基調とした、目に優しいインテリアの、ちょっと不思議な広場っぽい部屋に出た。周囲には背の低い本棚が並んでいて、子供向けの図書館のような無邪気な雰囲気もある。デスクとチェアはランダムに置いてはあるものの、決まった人が使っているわけではなさそう。

「机とか、ないんですね」

「うちは、必要がなければ出社せずにテレワークを推奨しているんです。社の方針として、私生活も充実させて欲しいとのことで」

「なるほど」

「もちろん、必要なときには出社してもらいます」

　室内は夕方なのに明るい。それはたぶん窓が大きいせいで、町田さんに案内されるままに窓際まで行くと、眼下に中庭があった。まるで森のような。

（なんか新宿って感じ、しないなあ）

　なるほど、中庭があったから、外から見たときに横長の建物に見えたのだ。

「すごい。きれいですね。こんなに広い中庭があったなんて」

「社員の間では、秘密の花園って呼ばれてるんですよ」

「外から見えないから？」

「はい。カフェなどのテナントからも、ここは見えない作りになっていて。このビルのオフィスで働く人たちだけの、目の保養になってるんですよ。社長がこだわって作ったんですよね」

「そうなんですね」

　律史もわたしも、都会育ちのくせに、いやむしろ都会育ちだからか、植物が好きで、狭い部屋の中にも観葉植物を飾ったり、ベランダにプランターを置いたりしていた。

（律史らしいな）

　会議室は広場の奥にあった。グリーンを基調としたシンプルな部屋で、大きな丸テーブルの周りに十人くらいが座れるようになっている。

　町田さんに案内されるままに腰かけると、間もなく人が集まってきて、口々に挨拶をしたり話しかけたりしてくれた。そろそろ始まるのかな、というタイミングで律史が現れ、会議が始まった。

『ディープグリーン』のパイロット版ができるので間もなく配布されるということと、わたしがいるので音楽について。

　変奏曲形式になっているのだけど、ラスト前半に流れるのはオーケストラで、後半はピアノバージョンになる予定だ。ピアノの部分はさっき録音したので、オケ版だけがまだだ。

　今日は会場の関係でオケ版までは録音できなかったので、今度また別の会場で行うことになっている。

　会議に参加してはみたものの、わたしはこういう場に慣れていないし、作品は作るけれど会社の方針に口を出すようなことはしないので、発言などはしなかった。それでも今後の仕事の参考になりそうなことばかりなのでメモを取りつつみんなの意見を聞いていた。

　律史はその場の話を具体的なプランに落とし込んだり、今回に生かせそうになくても今後の課題にするなど、みんなから出てくるアイディアを楽しんでいるようだった。

　社員に頼られている、ということも感じる。

（偉くなったんだなあ、律史は……）

　離れていたときもそう思ってはいたけれど、目の当たりにして改めて実感した。

（もう、昔の律史ではないんだ。あの頃とは立場がぜんぜん違うんだ）

　すぐ近くに律史がいるのに、逆に近づいたことで、距離が大きく離れてしまっていたことに気がついた。

　律史が気を使ってくれているのはなんとなく感じる。わたしからブロックされて不快なのかもしれないのに、町田さんを担当にしてくれたり、今日も視線を少し感じた。

（ここに来てみて、良かった。ちゃんと、律史の今を感じられたから）

　わたしは心のどこかでまだ律史のことを心配していたのかもしれない。忙しすぎて体を壊していないか、会社は安泰なのか。でもそんなのはまさに余計なお世話。わたしの心配なんて、今の律史には全く必要がない。

　会議が終わるともう十九時で、わたしは町田さんに挨拶し、宿泊予約されているホテルの名前を聞いて帰るつもりでいた。が、

「せっかく沙理さんに来ていただきましたので、会食の予約をしております。ご都合よろしければお越しいただきたいのですが……。あ、会食費はこちらで持ちます。もう準備してありますので」

　と言われてしまった。

（どうしよう……）

　かなり押された。

　町田さんや、他のスタッフだけならいいけれど、もしも律史が来たらと、気になってしまう。

（ビジネスなのに、意識しすぎかな？）

　そんな気もする。でも、わたしは自然にふるまえるんだろうか。

「あの……それ、河野社長も来るんですか？」

「はい。その予定です」

（そっか。うーん困った……）

　たぶん、困ってしまうのはわたしだけ。律史は今日も平然としていたし、この間だって結局、積極的なのはわたしだった。

　つらかったのに別れた。もう二度とあんな思いはしたくない。律史は向き合いたいと言ったけれど、

（どういうつもりなの？）

　なんだかピンと来ない。罪悪感がまだある？　でもそんな状況は、とっくに過ぎてしまったはずだ。離婚して三年も経っているのだから。

（せっかく、静かに暮らしていたのに。作品に関われたのはうれしいけど……）

　今回の仕事にはかなりやりがいを感じているだけに、気持ちは複雑だった。







５・豪華な中華








　町田さんに連れてこられたのは、都心のはずなのに静かな通りに面している、小さな一軒家レストランだった。都会のエアポケットのような場所。

　二人でタクシーで移動してきたのだけれど、さほど遠くなく、たぶん四ツ谷のあたりかなと思った。

　他のスタッフはおらず、後から律史が合流すると伝えられた。

　木造の、黒い板塀。店名などの看板は出ていない。でも、普通の家ではないことは、入り口の雰囲気でわかる。外観の雰囲気は和風なので、懐石かな？　と思いながら入った。

　まるで合唱団員が着ているような、黒いロングスカートに白いブラウスの、おっとりした雰囲気の中年の店員さんが出迎え、案内してくれた。室内は、木の香りが少しする。

　オープンキッチンで、カウンター七席のみのお店だ。テーブルセッティングは三席しかされておらず、促されるままにそこに座る。町田さんは座らず、立っていた。

　カウンターといっても、テーブルの幅がかなり広く、ゆったりとした贅沢な造りだった。

（これは、もしかして、中華？）

　壁に大きなフカヒレが飾られているのが目に入り、そう思った。オープンキッチンの中にはシェフがひとりいて作業している。手元は見えないが、大きな中華鍋があり、やはり中華なんだ、と思った。

（さりげない風で、なんかむちゃくちゃ高級感があるんだけど……。こんなお店、初めてきた）

　入り口で物音がして、見ると律史が入ってきた。黒っぽいジャケット姿が、板についていてカッコいい。やはり昔と比べて大人っぽくなった、と思う。

（うっとりしちゃう自分が本当に嫌……）

　わたしの隣に律史、その隣に町田さんが座った。

（会食って言われたから、こういうの想像してなかった。まさか、カウンターのお店とは……。でも、このほうが緊張しないかも）

「いらっしゃいませ。今日はありがとうございます」

　全員が着席したのを見て、シェフが奥から出てきて挨拶してくれた。

「今日はこの通り貸し切りですので、ぜひうちの料理を楽しんでいってください。飲み物は妻が担当しますのでなんでもお申し付けください。あ、妻はソムリエですので」

　さっきのおっとりした雰囲気の中年女性は、ここの奥さんだとわかった。にこにこと、端のほうで控えている。

「では、お酒はおまかせで」

　律史がそう言うと、

「かしこまりました」

　シェフは厨房に戻り、奥さんがシャンパーニュを運んできた。

「沙理、今日はわざわざ東京まで足を運んでくれてありがとう。そして、『ディープグリーン』のために、素敵な、すごい作品を仕上げてくれて、本当にありがとう。まずは今日のレコーディングの成功を祝って……乾杯」

　三人それぞれグラスを上げて、飲み始めた。

（わ。すっごく、おいしい。こんなに美味しいシャンパン、初めてかも）

　作曲家になり生活には困らなくなったとはいっても、わたしはもともと堅実なほうだし、普段は田舎で地味な自炊生活だし、ひとりで高級レストランに行くようなこともないので、こういう雰囲気そのものが本当に久しぶりだった。

（もっとちゃんとした格好をしてくるべきだったかなぁ。でも最近、服なんてぜんぜん買ってないからなぁ）

　作曲家になってから、スーツ類は必要なくなったので全部捨ててしまったし、田舎住まいで畑仕事もしているから普段は汚れてもいい服ばかり着ているし、今日も普段着に毛が生えた程度の、濃紺デニムのロングスカートにライトグレーのふわっとしたブラウス、それに黒のカーディガンを着ているだけだった。

（最後にちゃんとしたレストランで食事したのっていつだったかな？　相手は律史しかいないけど、結婚したときに、結婚式も新婚旅行もしないからって、一度だけホテルで食事したっけ。あのとき以来かなぁ）

　でもあのときは、律史もわたしも高級レストランなんて知らないから、とにかく有名なホテルに行けばいいのかなと思って、味はそんなでもなかった……という記憶がある。それでも、律史と一緒に雰囲気のいい場所にいるというだけで、わたしはすごくうれしくて、夜景を見ながらずいぶんはしゃいでいた気がするけれど。

（律史には、こういうところが、もう当たり前なんだな……。ずいぶん場慣れした雰囲気だもの）

　目の前に、大きな壺が現れた。中を見せてくれる。真っ黒なスープの中に、なにやら材料と思われるものがたくさん沈んでいた。

「まずは胃腸を温めてもらいたいので、薬膳スープからお出しします。国産の冬虫夏草や高麗人参、野菜や干し貝柱、菊芋など……それらの材料を蒸してスープを取り出したものです。水は一切使っていません」

　そのあと少しして、小さなお茶碗でスープが供された。壺の中では真っ黒に見えたのに、目の前に来たスープはちょうど薄めの烏龍茶みたいな色だった。ひとくち飲んで、

（何これ、すごい）

　だしがめちゃくちゃ濃い、みたいな味……。いろんなものが混ざり合って、すごく深い味わいだった。そして、なんだかしみじみ美味しかった。

（あーこれは、来てよかった）

　現金なもので、スープのあまりの美味しさに、他の複雑な思いなどが、一瞬飛んだ。

「うわ……これ、めちゃくちゃ美味しい」

　わたしが小さく言うと、隣で律史がホッとしたように言った。

「喜んでもらえて良かった」

　すると、町田さんまで、

「良かったですね、社長」

　小さくつぶやいた。

（なんで町田さんが『良かったですね』っていうんだろう）

　何しろ三人、シェフと奥さんと合わせても五人しかいないので、声が響くというか、わたしにまで聞こえてしまうのだ。

　町田さんは何か知っているのだろうか。これまで仕事していた中では、そんな話はしたことがなかったけれど。

　厨房では、けっこう勇ましい音がしている。火が派手に上がったりして、中華、という感じがする。

（中華、かぁ……）

　昔、律史と暮らしたマンションの近所にあった中華屋さんを思い出した。仕事帰り、食事を作りたくないくらいに疲れているときには、律史と待ち合わせてそこでチャーハンや餃子などを食べたものだ。

（別にこんな、高級なお店じゃなくても、律史と一緒なら、わたしはどこでも良かったのに）

　ちょっと寂しく思いつつも、

（ん……？）

　お腹の底が温かい感じがしてきて、心地よい。これって、

（もしかして、薬膳スープの効果？）

　そんな気がする。

　そして、次々と……。大根餅、豚肉を三種類の方法で焼きを入れたもの、キノコを湯葉で巻いたもの……。これって中華？　みたいな、魔法のように美味しい料理が出てきた。

　飲み物も、白ワイン、赤ワイン、料理に合ったものが運ばれてくる。

　そして……メインはやっぱり、フカヒレ。シェフが、宮城県気仙沼市のヨシキリザメの尾を使っています、と説明してくれた。土鍋で出てきたフカヒレのあんかけ煮を、秋だからと栗ご飯にかけてくれ、わたしはもうずっと目を丸くしっぱなしで、すっかり感激して、

「こんな美味しいもの、わたし生まれて初めて食べたかも」

　律史に話かけた。

　律史はにっこり笑って、そうだね、美味しいね、と言ってくれて……。わたしは、本当は、律史の側にいるだけでうれしいから、美味しいものと相まって幸福感が強まってきてしまった。

　でもそのときは、

（ダメ。気をつけなきゃ）

　と思う気持ちはまだあった。

　わたしは自分が一番、信用できない。

　律史に関しては、ずーっとそうだったのだから、それを振り切るのは大変なのだ。

　律史のほうは、近づいてくるわりには、余裕がある、そんな気がする。わたしは律史のことがずーっと好きだったけれど、律史もそれに応えて、わたしを大事にはしてくれていたけれど。でもどちらかというといつもわたしのほうが追いかけていた。

　そして、結婚までしたのに……捨てられて。

　お酒も本当に美味しい。奥さんが上手に、美味しいお酒を少しずつ勧めてくれるから、つい飲んでしまう。

「今回の作品、出来上がりが本当に楽しみなんです」

　町田さんにそう言われ、音楽の話を少しした。

「社長から今回のお話をいただく前から、わたしは沙理さんのことが気になっておりまして。『ジューニ』の曲がすごく好きで。沙理さんは詞も書かれますけど、曲はポップで可愛いのに、詞は悲しかったり切なかったり、女の子の切実な思いを表現していて、毎回すごいなあって」

「ありがとうございます」

　わたしの詞が、どこか悲しかったりするのは、たぶん律史との離婚が関係していると思います……ということは、今は言わなくていいことだよね。

（もう、済んだんだから。終わったんだから）

「だから、社長から、前に沙理さんと結婚していたという話を聞いたときには、本当にびっくりしました。今回のお仕事を頼まれたときに、伺ったんですけれど」

「あ、そうなんですね」

（知ってたんだ……）

　もしかしたら、と思ったことはあったけれど。この場合は仕方ないのかも。たぶん、急なお願いだったんだろう。町田さんは有能だから、きっと他にも仕事を抱えていたりもしただろうし。

「沙理、今日は来てくれてうれしい」

　律史に改まった感じで言われた。すごく気遣ってくれているのは感じる。

「いえ、こちらこそ、こんなに美味しいものをごちそうになってしまって。ありがとうございます」

「連絡は随時貰っていたんだけど、そのたびに作品のグレードが上がっていって。本当に素晴らしい作品を、俺の会社の作品のために作ってくれて、感謝してもしきれないよ」

　食事をしながら二時間くらい、ずっと隣に座っていた。それだけで、実はずっと、胸の底が痛むくらいにドキドキしている。

　デザートが運ばれてきた。かぼちゃの杏仁豆腐と、栗が入った小さな蒸しパン。どちらも、とても繊細な美味しさで。お茶は何種類かから選べたので、おすすめの蘭のお茶を貰った。良い香りで、つらい気持ちが癒された。

（つらい……？）

　美味しいデザートを食べながら、自問自答してしまう。わたしは今、つらいんだろうか。

　なるべく、律史に会いたくないと思っていた。あの日のことも、後悔していると思っていた。

　でも今……こうやって律史の隣にいることが、やっぱりうれしい。あの日のことも、本当は……久しぶりに律史に抱かれて、とても幸せだった。

（こんな気持ちに気がついても、どうしようもないのにね）

　奥さんが、お茶のお代わりをすすめてくれる。

「こんなに美味しいお料理、わたし初めて食べました。飲み物も、お酒もお茶も、どれも素晴らしかったです」

　そう話すと、

「ありがとうございます。そう言っていただけますと、このお店を開いて良かったなと思います」

　奥さんが微笑みながら言ってくれた。

　いつからここのお店があるのか、と尋ねてみると、二人がそれぞれ別のお店で働きながらお金を貯め、その間、シェフが料理の世界で高名な賞を受賞したりもあり、数年前にこのお店を開いたのだそう。

「素敵ですね……」

　思わずため息が出る。

　奥さんは、

「そうですか？　大変でしたよ」

　と笑っていた。

（わたしが、したくてもできなかったことだ……）

　夫婦で、いろんなものを乗り越える。その先にあるものを、夫婦で味わう、日々を過ごす。

　うらやましいな、と思った。

　ふと、町田さんが立ち上った。

「それでは、わたしはお先に失礼いたしますね。お二人はゆっくりなさっていってくださいね」

　サラッと言い、挨拶をしてお店を出て行った。

（え？　帰っちゃったの？　そっか、もうコースも終わったし、そろそろ出る時間なのかな）

　律史はというと、隣で水割りを飲んでいる。

　シェフと奥さんを交えた雑談が少し続き、心地よい時間が流れた。

　そのうちに、

「そろそろ、出ようか」

　律史が言った。

　店を出ると二十一時半頃で、人通りはまだまだ多い。

「このあたりに、落ち着けるカフェがあるから寄って行かない？」

　もう十月だけど、東京の夜は田舎ほど涼しくはなくて、少し湿気がまとわりついてくる。

　わたしが一瞬、黙ってしまうと、律史はすごく困ったような顔をした。

（そんな顔、しないで。どうしてそんな顔、するの？　困っているのはわたしのほうなのに）

「うん……、いいよ」

　すげなく断るのもなんだか気が引けてそう答えると、律史の表情がぱっと明るくなった。

「よし。じゃ、行こう」

　町田さんがいなくなったら、なんだか律史の雰囲気が変わった気がする。もしかしたらわたしもそうなのかもしれないけど。

　少し歩いて地下に入って行くと、間接照明がお洒落な感じの少し広めのカフェバーがあった。

　落ち着いたインテリアで、テーブルとソファのセットがところどころにあり、ざわめきとＢＧＭが程良い感じで混ざっているお店。

　人気があるらしく、けっこうお客さんが多かった。二人掛けのソファ席に案内された。

　二人でメニューを覗き込む。カフェだからコーヒーも紅茶もあるけれど、カクテルのメニューも多い。夜にコーヒーを飲むと眠れなくなりそうなので、みかん酒のソーダ割を頼んだ。律史はハイボールを頼んでいた。

（ハイボール、律史は昔もよく飲んでたな。ウィスキーの買い置きもしてたっけ。さっきも水割り、飲んでたよね）

　わたしはウィスキーが苦手なので、ひとり暮らしになってからは家に置いていない。結婚していたころは日常的に目にしていたから、そんなこともなんだか懐かしい感じ。

（うーん。どうしよう。近い……気がする）

　二人掛けのソファだから、並んで座ると、けっこう距離が近く感じる。それに、間接照明の当たり具合で、律史がよりカッコよく見えてしまい、さっきから胸のドキドキが止まらない。

（なんでこんな席に案内されたんだろ？）

　単に混んでいたからだ……とは思うけれど、この時間に男女二人で来るのはカップルが多いだろうし、まあたぶん普通のことだ。わたしが変に意識しちゃっているだけ……だよね。

「沙理、この間の、夜のこと……ごめん。俺、うれしくて舞い上がってしまって」

　律史が話し出した。

「なんで謝るの。あれは、誘ったのはわたしなんだから、律史は謝る必要なんかないんだよ」

「そう言われても……あれから口もきいてもらえなくなっちゃってさ、俺どうしたらいいかわかんなくなってさ」

「でも、もう夫婦じゃないんだし、仕事がちゃんとできれば、それでいいんじゃないの？」

　わたしがそう言うと、

「それは、そうだけれど……。でもさ……。うん、仕事はもちろん、そうだと思う。俺、ごちゃごちゃしちゃってて。ずっと、沙理に会いたいって思ってたから、会えることになって浮かれちゃって。でも沙理はそうじゃなかったんだね。それなのに、沙理はこんなにきちんと仕事をしてくれているんだから、感謝しなきゃならないのに、やっぱりどうしてもまた沙理と話したくて、町田に頼んでセッティングしてもらってさ」

（そうじゃなかった、って。それは違う！）

　ずっとお酒を飲んでいるから、少しは酔いもあったかもしれないけれど、それだけではなくて……。律史の言い方にカチンときた。

「そうじゃなかった、って、どういうこと？　わたしはずっと、律史に会いたかったよ。でも離婚したんだから、律史を忘れなくちゃいけないって思って、ずっと努力していたの。そんな簡単に、そういうこと言わないでよ」

（いつもいつも、追いかけていたのはわたしのほうなのに……）

「ごめん……」

「またすぐ謝る！　どうしていつも謝るの？　わたしのこと捨てたくせに。離婚したいって言ったのは、律史のほうじゃない」

　別に泣き上戸というわけでもないのに、お酒のせいっていうわけでもないと思うのに、涙が出てきた。

「え？　捨てた？　……捨てたなんてつもりはないよ、でも、あのときは……沙理に、いろんなことを背負わせたくなかったんだ。俺と別れていたほうが、沙理は幸せだろうと。そう思ったんだ。俺だって本当は、ずっと、沙理といたかった」

「夫婦ってそういうものなの？　わたしは助け合いたいって思ってた。律史を応援したいって。でも、律史は別れたい、としか言ってくれなくて。わたしの幸せを考えて、って言われたけれど、わたしにはそんなの、わからなかったよ」

「あのときは……仕方なかった。沙理を応援したかったのに、迷惑をかけるばかりで、苦しかった。でも……俺の気持ちは、ずっと変わっていないよ。俺はずっと沙理のことばかり考えてた。沙理に会いたくて、会える自分になりたかった。沙理の活躍がうれしくて、ずっと追いかけてた。沙理の曲を毎日毎日、聴いていた。すごい、カッコいい、素敵だ、って思ってた。ねえ沙理。俺が今回、どれだけ勇気を振り絞って沙理に仕事を依頼したか……想像できないでしょ？」

（それは、わからないけど……）

　少し手を伸ばしたらすぐに触れられる位置に、律史がいる。そのことで、たぶんわたしの感情はより高まっている。律史の持つ熱も伝わってきている。

　感情はやっかいだ。それがわかっているから、わたしは詞や曲で感情を表現する。感情をコントロールすることは、たぶん誰にとっても、とても難しい。それが強いものであればなおさら。人間には、どうしようもないことってあるのだ。

　そして、その感情には、身体の反応も一緒に付随する。

　わたしは律史の手に触れ、そっと握った。

「じゃあわたしも、正直な気持ちを言うね。わたしがどれだけ今、律史に触れたいって思っているか、わからないでしょ？　この間も、そうだった。わたしは律史が側にいると我慢できなくなっちゃうの。こんな風に、触れたくなってしまう。だからわたしは律史に会いたくないの」

　律史がわたしを見つめた。ちょっと上気したような、でも少し戸惑っているような表情。

「え？　それ、本当に？」

　律史がわたしの手をぎゅっと握り返した。

「うん……」

　わたしが頷くと、

「俺だってそうだよ。でも、逆だな。俺は会いたくてたまらなかったよ」

（それは、律史のほうから離れていったからでしょう）

　そんな風に思った。思ったけれど……。

　指先から、どんどん熱くなってくる。腕を通って、肩、胸、その奥まで、じんじんと。

（ダメ。もう、帰れない……。ほんと弱いな、わたし）

「沙理……会えてうれしいよ。本当にうれしい」

「わたしたち、お別れしたんだよ……」

　律史が首を横に振る。わたしたちはソファに腰かけたまま、ひたすら手を握り合っていた。言葉もなく、そっと指先で愛撫し合う。周囲のざわめきが、わたしたちの会話を消してくれている。

「あのさ……」

　律史が小さな声で言った。

「これから、うちに来てよ……」

「え。でも町田さん、ホテル取ってくれたみたいだよ？」

「そんなの、いいよ。気にしないで」

　わたしは律史の顔を見て、ちょっと考えて、

「いいよ」

　と答えた。

　だって、断るなんて、できないんだもの。わたしは律史のことが、好きだから。







６・律史の家で








　律史の自宅マンションは、確かにタワマンではなかったけれど、外観も重厚な雰囲気で、豪華な八階建てのマンションだった。普通のサラリーマンが気軽に住むような建物には見えない。場所は新宿で、会社のすぐ近く。

「ここも買ったの？」

「いや、ここは賃貸。ここなら会社に近いから、楽だなと思って。俺、住むところって今、どうでもよくてさ。家に帰ってもつまらないから」

「こんな素敵なマンションなのに？」

「ぜんぜん。どうでもいいよ。中を見もしないで決めたんだ。最近はいつもそうだけど。……昔一緒に住んでた部屋が、一番懐かしいよ」

「ふーん。よく言うよ、自分から出て行ったくせに」

　つい、意地悪を言いたくなってしまうのは、結局律史に流されているから。

「そうしたかったわけじゃないよ……」

　律史がしゅんとしてしまったので、

「ごめん。でも本当のことでしょ」

　追い打ちをかけてしまった。

　他に誰もいないせいか、文句が気軽に口から出てくる。何しろ元夫婦なので、油断するとすぐ気安くなってしまう、気がする。少し、律史といることに慣れてきたせいもあるのかもしれない。

　周囲を見回す。豪華なマンションだけど、確かに殺風景。でもきれいだ。

「ちゃんと掃除してるね。どこもかしこもきれい」

「家政婦さんに、週三回、留守の間に来てもらってるんだ。今はお金だけは持ってるから、そういうのは外注です」

「すごい！　なんかわたしたち、正反対の生活してるね」

　わたしが住んでいる田舎には、家政婦さんなんていないし、そういう概念もない感じ。尤も、東京に住んでいたとしてもわたしなら頼まないだろうけど。

（でもきっと、めちゃくちゃ忙しいんだろうな……）

　仕事をして、会社を動かして、たくさんの社員や、関係している人たちの生活を抱えている。律史にかかる重圧は、いったいどれくらいなんだろう。

　そんなことを思いながら、リビングの履き出し窓を開けて、バルコニーに出る。テーブルとイスくらいは置けそうな広さだけど、がらんとして何もない。もちろん、植物もない。

　欄干にもたれながら外を見る。眺め重視のマンションではないけれど、八階建ての最上階で目の前に高い建物がないせいか、これはこれで落ち着く。

「バルコニー、何もないんだね。植物くらい置いたらいいのに」

「忙しすぎてさ。帰れないことも多いし、きっと枯らすだけだよ。それに、ひとりだとそういう気持ちにもならないんだ」

　昔一緒に暮らしていたころは、二人で出かけたついでに観葉植物を買ってきて、あちこち飾ったりしていた。

（律史も、植物は好きだったんだけどなぁ）

「あんなゲーム作ってるのに、自分の家には植物を置かなくなっちゃったんだね」

　わたしが言うと、

「だからだと思うよ。自分の家で植物の世話とかができなくなっちゃったから、廃墟の町を森に変えていく、ってことがしたくなったんだと思う。ゲームの中でね。どこもかしこも深い森にしたくなったんだ」

「そっか……なんかわかった気がする。大変なんだね」

　秋口の、涼しい風が気持ちよかった。酔い覚ましのつもりでぼうっとしていると、背後から律史の腕が首に回ってきて、そのままぎゅっと抱きしめられた。わたしは目を閉じて、律史の腕をそっと触って、ゆっくり撫でた。

「中、入らない？」

　そう言われ、頷いた。




　本当は。

　部屋に入った瞬間から、安心していた。

　安心、というのは、期待を通り越して、

（今日は、するんだな）

　って思っていたから。

　これはダメなこと、ってわかっている。ある意味、不倫よりもだらしない、ダメなこと、って気がする。

　わかっているけど……。

（目の前に出てくるから、悪いんだよ）

　もう、わたしは悪くないって思うことにしよう。だってこんなの、不可抗力。

　大好きで大好きで、ずーっと大好きで仕方なかった彼に捨てられて、その彼がまた抱いてくれるって言うんだから、これを断れる女なんていないよ。だから、わたしは悪くない。

（楽しんじゃえばいい……）

　初めての口づけも、初めてのセックスも。相手はすべて律史だった。他は知らないけど──。わたしは律史とするセックスが大好き。だから、他の人はいらない。

　真面目で、頭が良くて、優しくて。ずっとずっと、大好きだった律史。

　寝室はやっぱり殺風景で、生活感が全然ない。白に近いグレーで揃えられた寝具は、ちょっと冷たい感じがしたけど、でも清潔で、甘くていい匂いがした。それで十分だ。

　ベッドで重なり、温かな感触に唇が覆われる。目を閉じて、静かに受け入れた。たぶん、今日律史をホールで見かけたときから、待ち焦がれていた瞬間。

　ぬめる律史の舌先がわたしの唇をこじ開けるように動き、ほんの少し開けた隙間から入り込んできた。興奮しているのか、少し乱暴に吸い上げられる。

「んっ……ふ」

　少し喘ぎながらふわりと目を開けると、さらにキスが深くなり目を閉じた。

「俺と会うと我慢できなくなるって、本当？」

　唇が離れ、仰向けのまま万歳の格好で服を脱がされた。律史はいつもこうして、わたしのゆるゆるの服を脱がせてしまう。スカートも、下着もぜんぶ、あっという間に脱がされた。律史も上半身裸になり、ボトムも脱いでしまった。

「うん。そうみたい……」

「俺もだよ。あの日は我慢しようとしたけど、ダメだった……。沙理に会えるだけでいいと思っていたけど、会ったら会ったで、触れたい、抱きしめたい、って気持ちがどんどんエスカレートして……自分を止められなかった」

　下からぎゅっと抱きついた。ちょうど律史の胸に耳があたり、心臓の音が聞こえた。

（好き。やっぱり好き。大好き）

　鼓動が、少し早い。律史がわたしを求めていると感じて、うれしくなった。

「いっぱい、して……」

　甘えるように見上げると、

「沙理、そういうの反則だよ。俺、興奮しすぎちゃう」

　律史がうれしそうな声を出す。照れてるの、いつもの感じ。高校生のときを思い出した。

（初めては、高校生のときだったな）

　懐かしい……。

　──沙理、痛い？　大丈夫？

　──大丈夫。痛いけど、途中でやめないでっ……。

　──沙理、好きだよ、俺はずっとずっと、沙理のことが好きだから。

　──わたしも、律史が好き。大好き。

（あの頃から、わたしの気持ちはずっと、変わっていない……）

　あれから、二人であれこれ工夫して、楽しんだセックス。笑える思い出も、ちょっと失敗してしまったことも、そりゃあたくさんある。

　再び上からキスされた。舌が熱い。いつも律史のほうが体温が高いから、セックスのときは、冷えた体を温めてもらう感じが、記憶と重なる。

　そうしながら、手首を掴まれ、律史の性器に導かれた。まだボクサーショーツは履いており、その上からそっと撫でると、すでにかなり大きく、固くなっていることに気がついた。

「すごい……」

「だろ？　もうヤバい、俺……」

　律史の手がわたしの頭や頬を撫でる。わたしも律史の性器をそっと包み込むように握り、上下に軽く動かした。

「あっ……」

　律史の切なげな声がすごく可愛い。

「すごく熱いよ。あと、ガチガチ……」

「沙理が、そんな風に触るから……でも、沙理だって、きっと」

　再び手首が握られ、引き上げられた。

　両脚の間に律史の身体がある。わたしの太腿を広げるようにし優しく撫でたあと、脚の付け根の入り口を割れ目に沿ってそうっと撫でた。

「んっ……」

　たったそれだけなのに、ビクン、と体が震えた。下腹部が重く、熱くなり、粘性を帯びた水分が──出口に向かって溢れてくる。

「すご……ぐじゅぐじゅしてる」

　割れ目を指先で上下に撫でられただけで、こんな風になってしまうなんて。

「あっ、あ……」

「いっぱい、溢れて、出て来ちゃったよ。俺もガチガチだけど……俺だって他の人にはこんな風になったりしないよ。沙理は信じないかもだけど、俺は自分の自制心には自信があるほうなんだ。でも沙理が目の前にいると……沙理に誘われると……ぜったいに我慢なんかできない」

「わたしも……そうだよ。律史だけ」

「俺たち、我慢できない組み合わせなのかな」

　律史のつぶやきに、そうかも……と思った。でもそんな思いは、キスに飲み込まれてしまったのだけれど。

　キスされたまま、さらに指が深く入ってきた。人差し指、中指……。指の腹で、内側を探られて、ぐちゅっ、ぐちゅっ、と静かな部屋に水音が響く。

「──ンっ……あぁ……」

　刺激が強くなり、息苦しくなってキスから逃げた。ナカを刺激されると、指の届かない最奥がじんわりと熱を帯びてきて、降りてくる。お尻の穴の辺りまで濡れてべたべたしている。自分がどれほどぐしょぐしょになっているのかと思うと、恥ずかしい。

　最奥がどんどん降りてきてもどかしくて──それなのに、律史は無言でわたしの穴を弄り続け、指が抜けかけたかと思うと、蜜液で花芯をぬるぬるにし、両脇からそっと責めてきた。

「あ、あぁぁぁ──」

　久しぶりすぎて、気持ちよすぎて、中心に来るまで持ちこたえられず、ビクンビクンと痙攣し、軽くイってしまった。

　足を閉じたいけれど、律史の身体があるからできない。

「ん。ドロッとしたやつ、出てきたね……。じゃ、もっと気持ちよくしてあげる」

　律史の頭が下がっていく。両脚は大きく広げられたままで……さっきイッたばかりなのに……。

「それ、だめぇ──」

　悲鳴のような声が出てしまった。

　蜜壺の入り口に、律史の生温かい舌が押し当てられる。周囲をじわじわと優しく舐め、次第に奥まで舌が差し込まれた。

「や、あ、あぁぁ」

　そのまま、ゆっくり舐るように何度も、舌先が隘路の手前を動いた。わたしは何度も悲鳴に近い声をあげ、腰を浮かせた。

（すごいっ……）

　ぎゅうっと、膣奥が締まる。ビク、としたかと思うと、次の瞬間にはブシュブシュと蜜が溢れてくる。

「やめてっ、お風呂も入ってないし、そんなとこ……。あ、あぁぁぁ」

「なんで？　沙理、これ好きじゃん。それに、沙理のどろどろしたやつ、すっごく美味しいよ。ぜんぶ、飲んであげる……」

「う……っ」

　律史の舌が、奥から前側に移る。一番感じるところ……そして膨らんでいるところ……に、向かって、じわじわと押すように刺激しながら、とうとう花芯を捉えた。そのまま、そうっと、優しく。けして、強くなく……。

　しだいに、ビリビリとしたもどかしさが全身に広がっていった。もう、快楽から逃げられない──。

「やっ……う、うぅっ……く、う、うぅん……あぁぁ、や、やめてぇっ……も、漏れちゃう、よ……」

「大丈夫。飲んであげるから、イって」

　我慢できず、身体が大きく痙攣したかと思うと、ぶしゅっと液体が漏れた。……いつもこれが、潮吹きと称されるものなのか、尿なのか、わたしには判別できない。ただ、興奮が頂点に達して、イってしまったときに出る何かだ。

　さっきより深くイってしまったので、少しボウっとしてしまった。

　律史がベッドサイドのミニチェストから避妊具を取り出した。

　ふわふわした感覚の中で、なんとなくそんな様子を目の端に見ながら──。脚が大きく開かれた。

「入れるよ……」

　入り口に固いモノが押し当てられ、次の瞬間にはずぶ、蜜口に入れられた。そのままゆっくり腰を進める。

「あっ……」

「ん……この間よりは、きつすぎない……かな」

　びしょびしょに濡れまくっている膣壁を押し開くように、ずりゅずりゅ、と最奥までねじこまれ、深く沈んだ。

「んっ……あ、あぁぁ」

　わたしは喘ぎ、指先にまで快感が届いていくのを感じた。さっきとは違い、内側でぐじゅぐじゅと、籠ったような水音がしている。

「沙理……」

　名前を呼ばれるだけでうれしくて、体の奥がきゅうっとする。情けないくらい、全身が律史に反応している。

「あんっ……、あ、あっ」

　もうどうすることもできない。ただ、律史の思い通りにされて──。だって、そうされたいのだもの。それが一番、気持ちいい……。

「っふ、あ……っ、う、んくぅ……あ、あ……」

　夢中になっていると、ひっくり返された。

　身体を後ろ向きにされ、腰を持ち上げられる。

「沙理、バックも好きだよね？」

「や……恥ずかしい……あ、あぁ」

（久しぶりにこんな格好……）

　腰を上げ、両足を開いた状態で、穴を指でぐちゅぐちゅといじられた。

「すごい。いっぱい垂れてきてる」

「いや……」

「いや、じゃないくせに」

　律史が蜜口に硬直した熱いモノをあてがい、ずぶっと貫くように打ち込んできた。

「あ、あ、あぁぁぁぁっ」

　子宮の入り口に当たる──。そのまま抜き差しされ。

「あ、あ、あ──っ」

　気持ちいいところをえぐられる。すぐに力が抜けそうになる。律史にぐいっと腕を引っ張られ、背をそらされると、奥の手前の敏感な場所へ亀頭が食い込んだ。

「や、あ、あぁぁ──っ」

「沙理、この角度好きだもんね。もっと突いてあげる」

　まだイキたくない。でも、自分の体をよく知っている男がすることというのは、逃げ場がない。

　この快感を引き延ばしたい──。何度も突かれ、苦しくなるのだけど、それは──。どこかもどかしさがあり、その奥にはさらに膨らんでいる快感の塊があって、それが破裂してしまうと──。

「──い、やっ、やめてぇっ」

　快楽から体を捩らせ、逃げようとすると、律史に再び腕を取られて、背後で押さえられた。

「ダメだよ、逃げちゃ。ちゃんとイってないでしょ？」

　そう言いながら、律史は肉棒をさらに押し込み、わたしの腕を押さえていない、反対の手の指先で、無抵抗のわたしの足の付け根の花芯をたっぷりの蜜とともにそっと擦った。

「んくぅっ、あ、あ、あぁぁぁぁぁっだめぇぇぇぇ」

　貫かれ、弄られて、何の抵抗もできない。身体がビクビク震え、太腿の内側にだらだら蜜が垂れる。

「んうぅぅぅっ、やぁぁぁぁっ、あ、あ──っ」

　体をバタつかせるものの、快感からは逃げられない……。

「あー、もう、すごい。めちゃくちゃ、濡れてる……。気持ちいい。俺ももう、持たないかも」

　再び抜き差しされ、だんだんそれが激しくなる。唇を噛んだ。今度は、本気の感じ……強くつき上げられ、ガンガンに連打された。

「あ──っ、あ、ああ……」

「く、うっ……」

　律史にも余裕がなくなっているのがわかる。

（ダメ……こんなの、わたしももう、持たない……崩れちゃうよ）

　泣き声のように喘いだ。

「あ、ああっ、や、あ、あぁぁぁ──っ」

　それほど自由にならない爪先をばたつかせ、追い上げられて、目の奥が赤くなるのを感じる。

「──気持ちいいっ！　もう、ダメっ、い、イクう──っ」

「俺も……っ」

　達した瞬間に、律史のモノがひときわ膨らんで爆ぜたのを感じた。奥がカァっと熱くなる。

　痙攣しているわたしの、収縮していく膣の感覚を味わうように──。律史はしばらくそうしていたけれど、やがてゆっくり引き抜いて……。

　わたしたちはぎゅっと抱き合ったまま、眠りについた。




　目を覚ますと、首の下あたりに律史の腕があった。わたしは横向きで、律史に背を向ける恰好だったけど。

　そうっと、腕を戻してあげる。

　律史は腕枕をしたがるけど、これってきっと腕の筋肉や神経によくない。

（明るいな）

　遮るものがないせいか、カーテンが遮光じゃないせいか、わりとすっきり目が覚めた。

　わたしは起き上がるなり、軽くシャワーを済ませて身支度を整えていると、

「ん……」

　律史がごろん、と寝返りを打った。ふう、と息をついている。目を覚ました様子だ。

「そろそろ、起きる？　会社って何時に行くの？」

「んー、別に決まってない。今日はゆっくりでいいけど、午前中のうちには行きたいかなぁ」

　わたしはキッチンへ入った。冷蔵庫を開けたけれど、ほとんど何もない。

「ほんとにぜんぜん、自炊してないんだね」

「うん。そもそも、家でメシ、食べたことないかも」

「それじゃ体に良く無いよ。わたし、何か朝ごはんの材料買ってくるね」

「え、ほんとに？　超うれしいんだけど。一緒に行く？」

「大丈夫。向かいのミニスーパーに行くだけだから。仕事に行く支度して待ってて」

（これが最後だもん……）

　律史の笑顔を、近くで見たり。身体を合わせたり。一緒に朝を迎えたり。

（でも、これでたぶん、吹っ切れる）

　そんな気がした。

　マンションから出て、いかにも富裕層がちょっと買い物をする場所っていう感じの、小さめの高級スーパーに入った。

　まぁ都会はこんなもの、高級スーパーともなれば値段はありえないくらい高い、ということはわかっているので田舎感覚をオフにしてカゴに野菜と果物や卵、それとベーコンを入れた。おそらくあの様子では自分で料理をすることもなさそうなので、なるべく使いきりのものを選んでみた。

　美味しそうなベーグルがあったので、それもカゴに入れる。紅茶も、小さいティーバッグのものを購入し、小さい牛乳やシュガーも買った。

　部屋に戻ると、律史がシャワーを終えて着替えていた。ブルーグレーのシンプルなシャツがよく似合ってる。

　キッチンに入って、朝食を整える。律史は放っておくと、野菜や果物をあまり食べない。男としては小食なタイプのせいか、今のところ太っているわけではないけれど、先のことを考えると体を壊しそうで心配だ。

（自分でちゃんと、自炊するようになってもらいたいんだけどなぁ）

　気がかりはたくさんあっても、もう離婚して他人になったんだから、どうしようもない。

（時々、田舎から野菜とか、送ろうか？）

　そんなことまで考えてしまう。他人なのに……。

「手伝うよ」

「大丈夫、座って、仕事の準備でもしてて」

　作業は簡単だ。生野菜サラダにベーグルサンド。卵と、ベーコンと、レタスを挟んだもの。調味料がないので、ベーコンの塩味だけで食べてもらう感じ。デザートには梨。ミルクティーだけは丁寧に淹れてあげた。

「ありがとう。めちゃめちゃ美味そう」

「そうでもないよ。ここ、調味料ぜんぜんないんだもん。味しないだろうけど、身体には悪くないと思うから食べて」

　わたしも一緒に食べる。

　律史は仕事の話を少しした。それで以前、一緒に起業し、失敗して、田舎に帰っていた後輩を呼び戻したことを知った。

「それは、良かったね」

「優秀なやつだから、いずれは経営のかなりの部分も任せたいと思っててさ」

　食事がだいたい終わり、ミルクティーを飲んでいると、律史が言った。

「ねえ、沙理。ここに来ない……？　また一緒に暮らそうよ」

　わたしはキョトン、としてしまった。

「どうして？」

「どうして、って。えっと、昨夜……。沙理だって俺のこと……」

「ああ、そうか……」

　わたしは、ふ、と息をついた。

「わたしたち、離婚したんだよ」

「それは、わかってるよ」

「離れていったのは、律史のほうだよ」

「でも、それは……」

「わたしがいないほうが、あのときは、律史にとって良かった、ってことだと思うの。そしてそれは成功した。わたしはそのことは、とてもうれしいの」

　律史は何度も何かを言おうとして、でも言葉が詰まってしまった様子だった。

　わたしは続けた。

「律史が成功してくれて、本当に安心したの。だからもう、離れられると思う。わたし、実はずーっとぐずぐず悩んでたの。それで田舎に引きこもったし、ずっと律史のことが忘れられなかった。でも、今回こうして再会して、整理ができたと思う。ありがとう。まだ仕事もあるし、それはがんばるけど、本当にさよならしようね」

「そんなこと、言わないでよ、沙理……。俺はずっと沙理のことが……」

　律史は泣きそうだった。

「それにね。ここに来ることは、今はもう考えられない。うちにはヤギもニワトリもいるし、畑もあるし、けっこうあの田舎での生活を気に入ってるの。作曲するのにもいい環境なの。でも律史にはあんな暮らし、無理でしょ？　仕事だってあるし……。三年で、わたしたちの生活はまるで変ってしまった。もう戻れないんだよ」

　わたしがそう言うと、律史は少し冷静になったらしく、

「そうだな。確かに……。ごめん沙理、俺、勝手なこと言っちゃったな。沙理にだって、暮らしがあるのに」

　とつぶやいた。

　いいタイミングかなと、わたしは荷物を持って立ち上がった。素早く玄関に向かう。

「ん？　どうしたの」

「ね。わかったでしょ。だから、わたしはもう帰るね。いろいろ、ありがとう」

　靴を履きながら言うと、

「ちょっと待って、俺、具体的じゃなかった。もっとちゃんと考えるから！　だから沙理！」

　律史は慌てて必死に呼び止めていたけれど、わたしは玄関ドアを閉めてしまった。







７・大事件








　朝起きると、ヤギ小屋へ行き世話をして、ニワトリ小屋を見て卵を収穫し、畑で採れた新鮮な野菜を食べる。

　そんな、いつもの生活に戻った。

　あれからひと月近く。律史はブロックしたままで、町田さんとの連絡で作業は順調に続いている。

　仕事の話は、町田さんが律史の意見も伝えてくれるので問題はない。

　作業は総仕上げの段階に入っており、町田さんと赤井さんが立ち会って、ネコメロンのレコーディングもわたし不在で行ってもらった。主題歌になる予定だ。

　すごくいい仕上がりだと、町田さんから連絡をもらった。

　もともとわたしは作曲のみで、編曲は任せることも多く、その場合はレコーディングに立ち会うときと立ち会わないときがある。仕事が詰まっているときには東京まで行かないこともけっこうあるので、別にいつものこと、という感じ。

　ただそのとき、町田さんに、

「沙理さんが東京に来るのを、社長が楽しみにしてたんですが……」

　と言われはしたけれど。

（だって、無理に行きたくないんだもん。疲れちゃう）

　家の中に入るとちょうどごはんが炊けていて、おにぎりを作り始めた。時刻は朝の八時半。

（今日は梅干しのおにぎりを主食にして、あとはおかずをちょっと作って、ブランチと、夜の分にしよう。ブランチのおかずは目玉焼きかな。あとはお浸し。夜は、鮭でも焼こう）

　ひとり暮らしだから、気楽だ。

　ブランチをのんびりと食べ、ミルクティーを淹れた。わたしは律史と違ってコーヒーも飲めるのだけど、最近はなんとなく、ミルクティーを飲んでしまう。

（肌寒くなってきたからかな？　少し、寂しい感じ）

　前は、律史への思いは強かったものの、不思議と寂しさは感じていなかった。もっと強い喪失感というか、つらさを感じていた。寂しさというのは、もしかしたら少し落ち着いた感情なのかもしれないと思う。

　ミルクティーを飲みながら、テーブルの上にある、先日美和さんから届いた書類を眺めた。

（良かった。無事に決まって）

　わたしはこのたび、一国一城の主になった。

　というと偉そうだけれど、この家を購入することにしたのだ。

　前から家の持ち主に、もし良かったら譲りますよと言われていたので、自然な流れでこうなった、という感じ。

　購入したとはいっても、本当にお金は少しで、この家をリフォームしたときにかかったお金よりずっと安い金額だった。

　こういった田舎の家はなかなか売れるようなものでもないので、もし誰かが住んでくれるのなら譲りたい、という持ち主も多いのだという。

　この家はもともと農家だったそうなのだけど、農地はすでに別の人に譲られており、家屋敷だけが残っている状態だった。

　家屋敷だけとはいっても、敷地はかなり広く、家庭菜園はいくらでも作れるし、動物だって自由に飼える。今は使っていないけれど、実は井戸もある。

　わたしのような、フリーランスの作曲家が住んでくれるなら、お金にはこだわらず、ぜひ住んで欲しいとの、ありがたいお話なのだった。

（やっぱり、家はあったほうがいいもんね）

　この先の人生、ここでなら、どんなことがあってもなんとか暮らしていける気がする。食料難も、金融危機も、こういうところにいると実際あまり関係がない。

　完全な自給自足なんて無理だけど、食べ物なんかは都会にいることを考えたら、半分くらいは自分で作れてしまう。普段の買い物も少なくて済む。

　フリーランスで不安定だから、収入がないときでも安心して暮らせる場所は、絶対にあったほうがいい。

（うーん。やっぱり、自分のものになったと思うと、ちょっと違うなぁ）

　わたしは伸びをしながら、納戸に入った。

　パソコンを開く。町田さんからメッセージが入っていた。

『来週のレコーディング、よろしくお願いします』

　ラストシーンで使う、テーマ曲のオーケストラ版の録音で、これだけは前から立ち会って欲しいと言われていたから、行かないわけにいかない。

『はい、伺います。どうぞよろしくお願いします』

　町田さんにそう返し、作業に戻った。




　週明け、わたしはコートを着て東京駅に立っていた。そうしたらなんだか暑くて、失敗したなと思った。

　真冬用のコートではなく比較的薄手のコートを着てきたのに、到着してみたらそれでも温かくて、ジャケットで充分な感じだった。

　東京生まれなのに、普段の気温に慣れてしまっているせいで、どうしても感覚がずれてしまう。

（それにしても変な天気。いくら東京でも、今くらいだとこんなに暑かったかなぁ）

　最近は異常気象で、何がなんだかわからない。

　コートの下はカーディガンだったので、脱いでしまい、会場の多摩市に向かった。

　電車をいくつか乗り換えてコンサートホールに到着すると、ちょうどリハーサルの真っ最中で、わたしは席に座って耳を傾けた。

　でも、もうとっくに来ているはずの町田さんがどこにいるかわからず、メッセージを送信した。

　町田さんだけでなく、『ディープグリーン』のスタッフが見当たらない感じだった。もちろん、律史もいない。

　少しして、返事が来た。

『すみません。今朝から広報のものとあちこち連絡を取っておりまして……今会場に向かっております』

（どうしたのかな？　なんだかバタバタしてるっぽい）

　オケの制作の女性がわたしのところに来て、打合せしたいというので、町田さんがまだ来ていない、ということを話した。かなりキビキビした感じの人だった。

「あ、そうなんですか。やっぱり。でも、町田さんはこちらに向かっているんですよね？」

　そう言われ、

「やっぱり、って、何かあったんですか？」

　尋ねると、

「なんか社長さんが雑誌に載っちゃったみたいですよ。内容はわたしも読んでないのでよくわからないんですけど。それで対応に追われてるんじゃないですかね」

「え？　雑誌に……社長が？」

　結局打合せはできないまま席に戻って、わたしはスマホで検索した。すると──。

（え？　なに、これ）

　見出しを読んだだけで、クラっと眩暈がした。

（ど……どういうこと？）

　記事によると、律史は今人気の二十代半ばの美人女優と、つき合っている、とある。二人が先週、バラバラに、同じマンションから出てきた様子が写真に撮られており、南青山のレストランでデートしていたことも書いてある。

　かなり親密で、結婚は秒読みだろう、とも。

　記事は最後までは読めず、残りは雑誌を買わないと見られない。

　とりあえず、わたしがショックだったのは……二人がお似合いに見えたことだ。律史は、美人女優と並べられても全く遜色がなかった。お洒落で、カッコよくて。

（律史はもう、ああいう、雲の上のような女の人とも恋愛したりする人になっちゃったんだ）

　頭の中がぐらぐらしてきて、吐き気がする。

　呆然としていると、町田さんがやっと到着、わたしはかなり具合が悪かったけれど、仕方ないので打合せに参加した。

　楽団の制作の女性と、指揮者とも話し、リハーサルも済んでいたのですぐ本番に進む。

　時間が押していたので町田さんは焦っており、話ができるような雰囲気ではなかった。

　音楽に、ぜんぜん集中できない。聴こえてこないのだ。こんなことは初めてだ。

　それでも、レコーディングそのものはかなり順調だった。でもその最中、わたしはどうしても気持ち悪くなり、トイレに行って吐いた。

　会場に戻るとすでに確認作業に入っていて、わたしはこんな状態なのだけど演奏は素晴らしく、指揮者に感謝した。

「どうでしょうか？」

　オケの制作の女性がわたしに確認しにきた。

「素晴らしい演奏でした……」

「ありがとうございます。あ……どうされましたか？　お顔が真っ青です」

「大丈夫です。ちょっと貧血気味で」

「そうなんですね。何かあったら言ってください」

　楽団の女性は気の毒そうに言い、戻っていった。

　その後、わたしはその場に少し座っていたものの、

（何テイクか録っているし、後からスタッフが相談して決めることもできるよね……わたしはもう、ここにいなくていいよね）

　そう思ったので、わたしはふらふらと立ち上がった。具合が悪く、何かを聞かれた場合に、答えられる気が全くしなかった。

　ということは、わたしはここには不要なのだ。

（ここを、出なきゃ）

　もういたくない、と思った。ふらふら歩いているわたしに町田さんが声をかけてきた。

「沙理さん、どこに行かれるんですか？」

「今日はもう、帰ります」

「え、ちょっと待ってください。社長がここに来ると言ってますので」

「それは……そんなの、知りません。わたしの仕事はもう終わりですから。二度と会いたくないですし」

「沙理さん、もしかしてあの記事を……？」

「知りません……知りません」

「それでしたらなおさら！　ちょっと待ってください、沙理さん！」

　町田さんを振り切って会場の外へ出た。

　頭がくらくらし、ずっと吐き気が続いているので、トイレに寄ったりしながら電車に乗り、乗り換え駅で降りた。

　なんだか変な天気だなと思った。空気がすごく湿っている。そして季節に合わない暑さ。具合悪さに拍車がかかる。

　駅のコンビニで律史の記事が載っている雑誌を買い、電車の中で記事を読んでいたら、自然に涙が大量に出てきた。

　そしてどこかの駅につき、ふと気がついた。

（そうか、世田谷だ、ここ）

　無意識だったけれど、自分がどこに向かっているかがわかった。

　昔住んでいたマンションの最寄り駅に到着し、改札を出て歩き出したところで、雨が降ってきた。

（すぐにやむでしょ）

　そう思いながら歩いているとどんどんひどくなって、あっという間に豪雨になった。

（どうしよう……）

　雨宿りしたくとも、周囲は普通の住宅やアパートがほとんどだから、入れるところはほぼなく、わたしは全身ずぶ濡れになりながらけっこうな距離を歩き続けるしかなかった。

（でも、意外に気持ちいいかも）

　そんな気もしてきた。

「う……」

　また涙が出てきた。いい年の大人が、子供のように泣きながら歩くだなんて恥ずかしいけれど、豪雨の中だから誰にも気づかれず平気で泣けた。

「う、うう……」

　涙がとめどなく出てくる。

（わたし、何もわかっていなかったんだな……）

　やっと気がついた。

　自分がどれほど、律史のことが好きだったのか。

　律史が、自分以外の誰かと付き合うということを、わたしは一度もちゃんと考えたことがなかった。だからこれほど衝撃を受けているのだ。

　よく考えたら、そんなこと当たり前なのに……。

（わたし、本当にバカだ）

　自分の中にあった、こんなに激しい気持ちに、今頃になって気がつくだなんて。

　大雨の中、必死に歩いて、わたしはやっとかつて住んでいたマンションの前にたどり着いた──はずだったのだけれど。

「え？」

　声が出てしまった。

（何、これ）

　無いのだ。きれいさっぱり、マンションが消えていた。地面が見えていて、地面には売り土地の看板が立っていた。

　どうやら、取り壊されたらしい。

　雨が、痛いほどの勢いでわたしに降り注いでくる。ただでさえ具合が悪いのに、眩暈がどんどんひどくなってきた。

（何にも、無くなっちゃった。楽しかった思い出も、何もかも）

　ショックすぎて、いい大人なのに、声をあげて泣いてしまった。豪雨の中だからたぶん誰も聞いちゃいないだろうけれど。

　しゃくりあげ……しまいには過呼吸っぽくなってきてしまった。わたしはよろけて、その場にしゃがみこんだ。

「いた！　沙理！　大丈夫か！」

　背後で声がした。律史の声だ。振り向くと、律史が、歪んで見えた。眩暈のせいだろうか。

「来ないでっ」

　夢中で叫んだ。

「来ないでよっ。もう嫌い。本当に大っ嫌い！」

「沙理、良かった、探したよ。わからなくて、もしかしたらここかなって……」

「だから、来ないでっ、って！」

　律史は傘を持っていて、わたしに差し掛けるのだが、わたしはそれを叩いて放り投げた。それで律史も雨に濡れてびしょびしょになってしまった。スーツ姿だったけれど。

「沙理、もしかしたら記事のことで怒ってる？　あんなのでたらめだから。つか、あの記事だけど、あの女優、たまたま同じマンションに住んでたみたいなんだよ。ただそれだけで会ったこともない人なんだ。南青山のレストランにいたのは、俺と背格好の似た別の男らしいんだ。朝からこのことで出版社に申し入れをしていて、レコーディングに行くのが遅れてしまったんだ。本当にごめん」

「嘘つき！　そんなの信じない！　大っ嫌い、嫌い嫌い！」

「だから、あんなの嘘なんだよ、沙理、誤解なんだ」

「律史が、じょ、女優さんと、仲良くしてたぁ……」

「だから、違うんだって！　俺をよく見て、信じて」

「大っ嫌い！」

　律史が少し不思議そうな顔になった。

「ねえ、それって焼きもち？」

　そうかもしれない。そうかもしれないけど……。これまで知らなかった感情だから、わたしは名前をつけられない。で、知らなかったからこそ、自分で手がつけられず、爆発してしまっている。でもたぶんこういうのを、焼きもちって言うんだろう。

　律史はずうっと、わたしだけのものだった。離婚したのに、その感覚はわたしから抜けていなかったのだ。

「知らない！　焼きもちなんて……」

「もう、何なんだよ、こんな焼きもちやいてるんだったら、俺と離れたりできないじゃん。やっぱり再婚しなきゃだろ」

「そんなのしない。だって、女優さんとつきあってるんでしょ……」

　少し冷静になってきて、勢いがおさまってきた。律史の話のほうが、整合性が取れていると感じた。確かにあの写真のマンションはあそこだったし、あの部屋には女の雰囲気は一切、なかったし。

「つき合ってないよ。俺は誰ともつき合ってない。俺が好きなのは沙理だけ。だからまた結婚してよ。ね？　結婚しよう。俺には沙理しかいない。ずっとそうなんだよ？　もう何回でも言うけど、結婚してよ、沙理」

「でも、でも……。ねえ。住んでたマンション無くなっちゃったよ？」

　いろんなことが一気に重なりすぎて、感情がぐちゃぐちゃだ。

「沙理、落ち着いて。そんなに泣かないで。わかった、俺がなんとかするから」

　跳ねのけようとするわたしをかなり強めに捕まえて、律史がわたしを抱きしめた。

「お願い。落ち着いて、沙理。結婚しよう。大丈夫、大丈夫だから……。全部なんとかするから……」

　律史は雨の中、わたしの頭や体をそっと撫でながら、大丈夫、大丈夫……とわたしが落ち着くまでずっと、言い続けていた。




　全身びしょ濡れのわたしを、律史は新宿の自宅に連れてきてくれた。

　ここへ来るのは二度目だけど、全く変わりがない。相変わらず、殺伐としている。もちろん、女性が入ったような形跡は一切ない。

「あの女優さん、ここの真下に住んでるらしいんだ」

「そうなんだ……」

　セレブが住みそうなマンションだから、女優さんが住んでいても、確かにぜんぜん不思議じゃない。

「どうやら、俺と背格好が似てる男と付き合ってるらしいんだよね。ほんと、俺にしてみたらいい迷惑だったけど、でも……沙理がこんなに焼きもち焼いてくれるってことがわかったから、今となっては感謝したいくらいだよ」

「確かに、こんなこと、無かったもんね」

　高校生からお互いに一筋で付き合ってきて、お互いに他の異性が入り込んだことなんてないし、疑わしいこともなかった。だからわたしは、嫉妬という感情を知らないで来てしまったのかもしれない。

　律史がお風呂を沸かしてくれたので、入った。シャワーを浴び、香りのいい入浴剤を入れた湯船に入って、冷えた身体が温まり、やっと少し落ち着いた。

　その間、律史は自分の着ていたスーツのジャケットを干したり、わたしの濡れた服を乾燥機にかけたり、持ち物をタオルで拭いたりしてくれていたようだ。

（恥ずかしい……）

　今頃になって、路上で大騒ぎしてしまったことが気になってきた。もう遅いけど。

　バスルームを出ると、ガウンが置いてあった。律史のだからブカブカだけど、自分の服は乾かしているから仕方ない。

「ありがとう」

「あ、沙理。今、ココアを作ってるから、ソファに座ってて」

「うん……」

　興奮と、疲れで、なんだかまだボーっとしている。それでも、冷えていた身体が温まったぶん、だいぶ落ち着いた。

　殺風景だけど、必要なものだけは揃っている部屋。ソファセットも立派だ。

　ブラウンの革張りのラブソファに腰かけていると、律史がココアを持ってきて、手渡してくれた。わたしはひとくち、ふたくち、飲んだ。温かさと甘さに、心も身体も癒される感じがした。ひと息ついて、カップをそっとソファテーブルの上に置いた。

「美味しい。ありがとう」

「もう、いいの？」

「うん。少し冷めたら、また飲もうかな」

「沙理、ちょっと猫舌だもんね。……じゃ、さっきの話の続き、しようか」

　律史はそう言ったかと思うと、わたしの両手を取って立たせ、自分がソファに座り、そして──。抱き寄せるようにして、わたしを自分の膝に座らせた。律史はジャケットは脱いでいるけれど、ワイシャツにスーツのスラックス姿。

（やだ。この格好、恥ずかしいよ）

　思わず、赤くなってしまう。だって……。向かい合わせに、脚を開いた状態で、律史の腰を跨ぐような形で、膝に乗せられてしまったのだもの。

　おまけに、着ているものはブカブカのガウンだから、それがはだけてしまって……。中には下着さえ身に着けていないのに。

　わたしは必死に、はだけないようにガウンを引き寄せた。

「どうして隠すの？　今さら。沙理のきれいな身体は、何度も見ているよ」

　律史が笑う。

「だって……いきなりこんな格好」

「ま、でも、沙理の身体は何度でも見たいし、ずーっと見ていたいし。ってゆーか、昔も今もこの先も、沙理の身体は俺だけのものだけどね。……で、話の続きなんだけど」

「話の、続き？　あ……」

　ぐいっと引き寄せられて、下から少し強引に、キスされた。

「んっ……」

　じゅく、と子宮の辺りが疼く。

（あ……）

　蜜が、降りてきているのがわかった。

（やばい。ショーツも履いてないのに）

　股が開かれた状態で、膝の上に座らされているから、我慢することも、蜜が漏れないようにすることもできない。

（話の続きどころじゃないんですけど……）

「可愛い。ちょっと目が潤んできた。もしかして沙理、エッチな気分になってきたの？」

「そ、そんなことはないけど」

　強がって、ついそう言ってしまった。だって、膝に乗せておきながら、律史は何とも無さそうな顔をしているのだもの。

「そっか。そんなことはないんだね」

　律史がちょっと意地悪な感じで言う。

「うん。だから、えっと……降ろして」

「ダメ」

　即座に返された。わたしは乗っけられた状態で足が床についていないし、律史がわたしを放してくれないと降りられないから、そう言われてしまうとどうしようもない。

　戸惑っていると、律史がガウンの内側に手を入れて、太腿を優しく撫でた。

「あ」

　小さく声が出た。そのまま、太腿を撫でられて、それだけで息が上がってきた。

（どうしよう。ヤバい……）

　こういうときは、敏感すぎる自分を少し責めたくなる。もうちょっと冷静でいたいのに、下腹部がすでに熱をもってきていて、それを鎮められない。

「どうしたの？　顔が赤いよ」

「やだもう……降りる。話って何」

「最近は俺も、昔よりは賢くなっていてさ。いちおう、商談ってやつ、するわけじゃん？　それを成功させる方法っていうのがあるんだよ」

　律史はつらつらと話しながら、太腿を撫で続けている。ガウンはウェストを紐でしばっているのだけど、律史はわざわざわたしの下半身をさらけ出すように、裾を両側に大きく広げてしまった。わたしは戻そうとするのだけど、そのたびに邪魔される。

「ねえ、ちょっと……恥ずかしい。そこ、撫でないで」

　太腿を撫でられるたびに下半身が疼いて仕方ないので。

「どうして？　俺のことを好きなら、ちゃんと見せてよ。じゃ、上はどうなってるかな」

「え？　あっ……」

　ガウンの襟元から手を入れられた。左胸を下から持ち上げられ、そのついでのように、襟元がはだけられた。

「沙理って、胸が目立つような服を着ないからわからないんだけど、けっこう大きいし、すごく形がいいんだよね。これも、俺だけが知ってる秘密。ってゆーか、これ、どうしちゃったの？　さっき、エッチな気分じゃないって言ってたけど」

　律史が、手のひらで乳房を覆うようにしながら、指先で乳首をそっと撫でた。

「固くなってるよ。そっかぁ、まだエッチな気分じゃないのかぁ。じゃ、舐めていい？　エッチな気分になったら教えてね」

（い、意地悪……）

　まだどこかぼうっとしている感じがあるのに、身体が次々に刺激されて、それに自分が追い付かない。

「あ、あぁぁ」

　律史がわたしの胸周りに舌を這わせはじめた。最初は周りから……でも次第に、乳輪の淵をなぞるように。

「や、あぁ……」

　じわじわされるとどんどん切なくなってくる。律史から体を離そうとしても、意外とがっちり抱きとめられていて、それもできない。わたしははだけられたガウンをもう一度胸の前に持って来ようとした。そうじゃないと……。

（もう、溢れちゃう）

「何してんの。手、邪魔だよ。そういうことすると縛っちゃうよ？」

　律史は優しい調子でそんなことを言いながら、ガウンの紐を外してしまった。前がぜんぶはだけてしまい、そのまま脱がされる。

「あ、やだ」

　手探りで、背後で腕を纏められ、軽く縛られた。

「痛い？」

「痛くはないけど」

　紐が太いせいか、別に痛くはないのだけど、軽く縛られたくらいだと思ったのにすぐには引き抜けそうにない。

「怖い……」

　思わずつぶやくと、わりと真面目な顔で、

「大丈夫だよ」

　と言われた。

「大事な沙理を、怖い目になんか遭わせないよ。安心して。気持ちよくしてあげたいだけ」

「ひゃ……」

　変な声が出てしまった。律史が乳首に吸い付いたから。そのまま舌先で、固くなっている乳首周りを舐める。縛られているから一切、抵抗もできず、脚も開かれているから、

（あ、もうダメっ……）

　ドロッとした蜜が流れ出たのがわかった。

（律史のスーツ、汚しちゃう……）

　律史が唇を放し、

「まだ、エッチな気分になったのかどうか、教えてくれないんだね。どう？　教えてくれないなら、確認するけど」

「や……あ」

　律史の指が、太腿の内側へ入った。

「え？　何これすごい。もう、ヌルヌルっていうか……垂れてるじゃん」

「だって……だって……こんなことされたら」

「嫌だった？」

　そう言われ、首を横に振る。もちろん、嫌じゃない。嫌なんかじゃないけど。

「どう？　エッチな気分？　この先、どうしたい？」

「どうしたい、って……」

　そんなの、決まってる。ここまでされちゃったら、もう後戻りなんかできない。律史のモノが欲しい。挿れてもらいたい。

「どうしたいか言わないと、してあげないよ。で、さっきの話に戻るんだけど」

「だから、話って……」

「俺、まだ返事聞いてないんだけど？　プロポーズの」

「え？　プロポーズ？」

「再婚しようって言っただろ」

　再婚のときにも、プロポーズって言うんだろうか。よくわからないけれど……でも、プロポーズはプロポーズなのかも。

「さ、再婚……」

　急には言葉が出てこない。でも、わたしは律史から離れられない、これまでも、この先も、ずっと。だとしたら……結論は、ひとつだ。

（で、でも、でもでも）

　大混乱し続けている上、今はこんな状況で……。

　律史がわたしの様子を見ながら、指先で蜜壺を弄り始めた。気持ちよくて、縛られたまま少し前のめりになってしまう。すると、少し深く指が蜜壺に入った。

「もっとして欲しいのかな？」

「うん」

「そこは、素直なんだね」

　わたしはもっと奥に欲しいのに、律史は蜜壺や、花芯の周りを優しく弄るだけ。焦らされ続けて、だんだんおかしくなってきた。

「んっ……くっ、はぁぁぁ……お願い、律史……。手、解いて」

「だぁめ」

「もっと……なか……弄って」

「可愛いなぁ。こんなにドロドロになって。もっと見ていたいけど……そろそろ、俺も限界にきててさ」

　律史がスラックスのベルトを外し、ファスナーを降ろした。そのまま少しずり下げ、屹立しているモノを露出させる。その状態で、ワイシャツの胸ポケットから避妊具を取り出し、つけた。

（あ。すごい……っていうか律史、最初からそのつもりでわたしをこんな風に……）

　律史も興奮していたのだ、とわかった。ぎゅっと奥が縮むような、待ち望んでいるような、そんな感じがして、ますます奥から蜜が垂れてくる。少し粘性のある水分は、すでに律史のスラックスについてしまい光っていて、すごくイヤらしい眺めになっていた。

「沙理。商談のコツはね。相手が断れないように持っていく、ってことなんだよ。退路を断つわけ」

　律史がわたしの顔を覗き込みながら言う。

「断れないように……？」

「そうだよ。ねえ、沙理、どうして欲しい？」

「い……挿れて」

　思わず言ってしまった。恥ずかしくて律史の顔が見られない。それなのに。

「じゃ、俺と再婚する？」

「はい……」

　とうとう、そう答えてしまった。

（本当に、再婚するんだ……）

　やっと覚悟が決まった気がした。

　すると律史は、

「俺が無理やり言わせたんじゃないってことを、示して欲しいな」

　と、さらに畳みかけてきた。

「どうすれば……？」

「ん。じゃ、ベッド行こう」

（縛られたままなんですけど……）

　そう思いながら、立たせられて移動する。ベッドはすぐ隣の部屋。そっと乗せられて。

「手を解いてあげるから、このまま、自分の中に俺のを挿れてよ」

　ガウンの紐が、腕から解かれた。わたしはやっと自由になって……腰を上げ、ぐしゅぐしゅになっている蜜壺を指先で押し広げて、熱く滾っている律史の先端に向かって腰を沈め──そのまま子宮の入り口まで、自ら腰を押し付けるように律史のモノを飲み込んだ。

「すげぇ……ヌルヌルしててめちゃくちゃ気持ちいい……。あのさ……だから……沙理は俺のもので、俺は沙理のものだよ。この先もずっと、永遠にね……」

（ああ……気持ちいい）

　こうやって乗って、自分の奥に切っ先をこすりつけ、上下すると──。律史の息が少し乱れる。奥の手前の、気持ちいいところに当て、夢中になって動かした。

「んっ、んっ、んっ……」

「すごいよ、沙理。繋がってるところ……」

　ぬちゅっ、ぬちゅっと粘性を帯びた水音が響き続ける。腰を振りながら見ると、深くつながっている蜜壺の淵から大量の蜜がはみ出し、溢れている。

「あ、あぁぁっ、く、ん、ううっ、ああぁ──」

　口の端から涎が零れ、糸を引いて垂れた。もっと、もっと、自らを抉りたくてわたしは腰を押しつける。イキそうで、でもイケない。

　律史が体を起こし、わたしを抱えるようにしながら上に乗った。仰向けにされ、両脚が折りたたまれる。その体勢のまま、上から──。深く、串刺しにされた。

「あっ、あぁぁ」

「可愛いよ沙理。すっごく可愛い……もう、どろどろになってる」

（わたし……どうなってるの？）

　いろんなところから水分が出っぱなしのような。どろどろって……。

「こんなぐちょぐちょになってる沙理、絶対に他の男には渡せない。沙理は、俺だけのものだよ。これからもずっと、俺だけの、沙理だ……」

　律史の言葉は、半分くらいしか聞こえてこなくて。なぜなら、激しく打ち込まれ続けたから。

「あぁんっ、あ、あ、あぁ」

　最奥をさらにこじあけるように、律史のモノに打たれ、抉られ、擦られて。すでに限界だたのにさらに──。

　敏感になっている花びらや花芯が、打ち付けられるたびに擦れて、その刺激も相まって、頭の後ろが重くなり、朦朧としてくる。身体の奥の疼きはすでに軽い痙攣をおこしかけていて、奥を打たれるたびにそれが連動しそうになり……。

「沙理っ、沙理──。愛してる……。イキそうだ……」

「律史っ……、好き……。んくぅっ、は、あ、あぁぁ」

　ぐるん、と裏返るような快感が押し寄せてきた。びくん、びくん、と大きく奥がひくつく。最奥で、律史のものが熱く爆ぜた。

「あ、ああぁぁ──っ」

「うっ……」

　律史の腕にしがみつきながら感じていたのは、ただただ、強い幸福感で……そのまま、わたしの意識は途切れてしまった……。







８・晴れの日








　雨降って地固まる、ということわざは、確かにあるけれど──。

　今日、わたしと律史は、これから結婚式を挙げることになっている。都内の小さな教会で。

　木造の小さな教会だけど、ステンドグラスがきれいで、それで決めた。

　季節は、春の終わり。もうすぐ新緑の季節。

（そのまんまなことが起こるなんてことは、滅多にないよね。だってあれは例えなわけで……）

　あの後。連絡を受けた町田さんがタクシーでわたしたちを迎えにきてくれて。

『ディープグリーン』は無事に配信されて、現在、全国津々浦々で大ヒット中。

　音楽も高い評価を貰って、わたしの仕事も増えた。

　同じ人と再婚するというだけでなんとなく間抜けなのに、結婚式を挙げていなかったからと勢いで教会を予約してしまい、ついつい、ウェディングドレスまで着てしまった。

　シンプルなＡラインで、総レース。ロングベール、白バラのラウンドブーケ。二人で見に行って決めた。律史のフロックコート姿もめちゃくちゃカッコいい。家に写真を飾るのが楽しみ。

　両親をはじめ身内のみんな、町田さん、千晴さん、赤井さん、美和ちゃん。招待客はかなり絞ったのだけど、集まってみるとそれなりの人数だ。小さな教会だけど、席は埋まってる。

　今後のことだけど、わたしと律史は別居結婚になる。

　律史はなんと今、あのマンションがあった場所に、スタジオ件自宅を建ててくれている。そこに律史が住んで、わたしは田舎の家と東京の家を行ったり来たりする予定。

　今のところ、田舎の家のほうが作曲するのに集中できるのと、もし本当にまた何かあったら、律史と一緒に田舎で暮らせばいいかな……と思うのだ。

（子供が生まれたら、そのときは、またそのとき考えればいいかな）

　控室は、一緒にしてもらった。だってわたしたちは再婚だから。いちおう、バージンロードは父と歩くけど。ちなみにお互いの両親も、今回の再婚をすごく喜んでいる。

「確認しておくけど」

「ん、何？」

　支度を整えてから、結婚式を待つ時間って、けっこう手持無沙汰だ。何しろドレスを着ちゃっているからあちこち動き回れないし。

　同じ部屋に律史がいて良かったと思う。

「今度は、何があっても離婚とかしないからね」

「わかった」

　律史は神妙な顔でうなずいた。

「もし今度、離婚って言われたら、めちゃくちゃごねるからね、わたし」

「大丈夫、二度と言わない」

「やめるなら今のうちなんだからね」

「やめない。絶対に沙理と結婚したいから」

「なら、いいけど。もう本当に、絶対に別れたりしないんだからね」

「そっちこそ。沙理は永遠に……生まれ変わっても俺のものだよ」

　そこまで話したとき、ドアがノックされた。

「お時間です。よろしくお願いします」

　わたしと律史は微笑み合って控室を出て、会場へと向かった。

　ステンドグラスからこぼれる光が、わたしたちを祝福しているみたいだった。











終わり









あとがき








　初めましての方もそうでない方も、こんにちは。乃の村むら寧ね音おんと申します。

　濃蜜ラブルージュさんでの三作目『極上社長は最愛の元妻を今度こそ離さない　～離婚した彼の切愛に囚われる～』をお読みいただき、ありがとうございました。

　元夫婦のラブロマンス、いかがでしたでしょうか？　少しでも楽しんでいただけたのでしたら、作者としてはとてもうれしいです。

　この作品の二人は能力が破天荒（作曲家＆起業家）なので、人生山あり谷ありになりそうな組み合わせ。

　だからこそ、主人公は田舎でヤギとニワトリと暮らす生活を手放さず、自分の夢も叶えながら、彼と幸せになりたいと思っています。

　地に足をつけつつ夢を叶える。逃げ道、隠れ家、意外と人生に大事だなぁ……と、書き終えて、作者のわたしも思っております。

　余談ですが、この小説を書くにあたりヤギのことをずいぶん調べまして（小説の内容にはあまり関係しませんでしたが……）ヤギがものすごく可愛いということがわかり、今めちゃめちゃヤギを飼いたくなっています。

　最後に、細かいところまで丁寧にお読みくださり、的確なアドバイスをくださった担当編集者様、素晴らしいイラストを描いてくださった黒くろ田だうらら先生、本当にありがとうございました。

　それではまたいつか、みなさまにお目にかかれますことを願って。






乃村　寧音










【著者紹介】

ＴＬロマンス小説、官能小説を主に書いています。現代のエロティックなおとぎ話が好きです。







濃蜜ラブルージュ

極ごく上じょう社しゃ長ちょうは最さい愛あいの元もと妻つまを今こん度どこそ離はなさない

～離り婚こんした彼かれの切せつ愛あいに囚とらわれる～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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